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序　　　　　　　　文
設立されて 3 年目となった生物多様性応用科学センターでは，附属複合生態フィールド教育研究センターを中心に，フィー
ルドセンターの里山，耕作地，沿岸域の豊かな研究資源をもとに，実規模生産試験による基礎研究と応用研究の橋渡し，産
業界との連携による新技術の実用化の促進によって，生物多様性を活かした新たな生物生産技術の開発を目的に活動してい
ます。また，東北復興農学センターの活動では，昨年に引き続き，修了した復興農学マイスターおよび IT 農業マイスターの
有志の広報活動，販売活動によって，農薬・化学肥料を使わず，生態系との共存を目指した環境に優しい「ふゆみずたんぼ
農法」による有機栽培された新米「東北大にひとめぼれ」が東北大学生協を通じて各キャンパスで販売されました。平成 28
年度から新たに共同利用拠点に認定された「食と環境のつながりを学ぶ複合生態フィールド教育拠点」の取り組みが全国的
に定着し，多くの他大学の学生への講義と実習による教育はもとより，外国人留学生を対象とする日本人学生との共修によ
る「フィールドで食と環境を学ぶ」実習も盛況を博し，その他の多くの解放講座も含め，本学の豊富な教育研究資源を広く
留学生を含む他大学の学生や一般市民の教育に提供することができました。
女川フィールドセンターでは，東北マリンサイエンス拠点形成事業が 8 年目を迎え，女川湾の継続的な漁業環境モニタリ
ング調査および海洋生態系空間モデルの構築によるハビタットマップの構築を目指した研究が，水産業復興を科学的側面か
ら支援する活動として着々と進んでいます。この事業に関連して，女川町との連携協定も締結され，今後のさらに活発な水
産業復興支援事業の展開が期待されます。
福島第 1 原子力発電所事故の影響は未だに残っていますが，除染対象となっている北山放牧草地を活用した風力発電事業
による収益事業と，この再生可能エネルギー事業と連動させた，外部エネルギーに依存しないフィールドセンター内のゼロ
エネルギーを目指したサステイナブルキャンパス構想がうまく進められることが期待されます。
フィールドセンター 3 部門 6 分野の教員とその教育研究を力強くサポートする技術職員によって，このような全学で高く
評価されている農学研究科を代表する活発な教育研究活動が展開されています。
平成 31 年 3 月 4 日
複合生態フィールド教育研究センター長　　尾　定　　　誠
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1学生の搾乳実習に伴う泌乳牛のストレスレベルの変化
山本（佐藤）理恵 1・戸澤あきつ 2，3・丹内正樹 1・小倉振一郎 2*
The change of stress level in dairy cows associated with milking training of students
Rie YAMAMOTO-SATO1, Akitsu TOZAWA2,3, Masaki TANNAI1 and Shin-ichiro OGURA2*
キーワード：学生実習，搾乳，逃避距離，乳成分，乳量
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緒言
近年，家畜福祉の向上が世界的に求められている。福祉
性向上のためには，ヒトが家畜に対して心理的ストレスを
与えない飼育管理を行うことが重要である。特に酪農では，
毎日搾乳作業が行われるため，ヒトがウシに接する機会が
多い。ウシは優しい管理者と叩く管理者を容易に識別し（De 
Passilléら，1996；Munksgaard ら，1997），叩く管理者が搾
乳時に近くに居る場合，心拍数が上昇し，乳量が減少する
ことが知られる（Rushenら，1999）。
東北大学大学院農学研究科附属複合生態フィールド教育
研究センター陸域生産システム部（川渡フィールドセン
ター）では，乳牛および肉牛を飼育しているが，これらの
家畜は学生実習に供与される。特に乳牛は，毎年搾乳実習
に供試されるため，実習実施時には多くの学生と初めて対
面し，搾乳作業を受ける。これらの学生のほとんどは過去
に搾乳の経験が無い。この様な状況は，学生実習を実施す
る大学附属農場や観光牧場の牛群で同様であり，一般の酪
農家とは異なると考えられる。搾乳作業では，作業者がウ
シの乳房や乳頭に触れるが，それらはウシにとって敏感な
部位であるため，ストレスが顕著に出やすい（古村ら，
2014）。古村ら（2014）の調査では，搾乳未経験者が搾乳
を行った場合，搾乳経験のある作業者にくらべ乳量が低
かった。また，作業者が搾乳作業に慣れ作業準備時間が短
くなると，ウシの肢上げと蹴り上げ行動が減少した。
Hemsworthら（2000）の研究では，乳量と恐怖心との間に
は負の相関が認められている。これらをふまえると，搾乳
実習では，初対面でかつウシに接した経験の無い学生がウ
シを扱うため，ウシにとって恐怖や緊張などのストレスが
高まると考えられる。
乳牛のストレスレベルが上昇すると，乳量のみならず，
乳成分にも変化が生じる可能性がある。例えば，ブタでは
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心理的ストレスが強まると血中の副腎皮質ホルモン濃度が
上昇し，それにより代謝コストが増加する（Barnettと
Hemsworth, 1990）。ストレスに伴うこの様な養分代謝の変
化は，乳成分を変化させる可能性がある。さらに，恐怖は
下垂体－副腎皮質系を活性化し（Mason, 1968），恐怖の高
まりに伴い血中コルチゾール濃度が上昇することが乳牛で
報告されている（Hemsworthら，1989）。また Rushenら
（2000）によれば，乳牛を新奇環境下で 1頭だけで搾乳す
ると乳量が減少し，血中コルチゾール濃度が上昇し，オキ
シトシン濃度が低下した。乳中コルチゾール濃度は血中コ
ルチゾール濃度を反映すると言われていることから
（Bremel と Gangwer, 1978；Fox ら，1981；Sgorlon ら，
2015），乳中におけるこれらのホルモン濃度は搾乳牛のス
トレスによって変化している可能性がある。
そこで本研究では，川渡フィールドセンターで飼養され
ている搾乳牛を対象に，平常飼育時と学生実習実施時およ
び実施後の乳量，乳成分およびストレスレベルを調査し，
搾乳実習による影響について検討した。
材料と方法
調査は，東北大学大学院農学研究科附属複合生態フィー
ルド教育研究センター陸域生産システム部（宮城県大崎市
鳴子温泉）の搾乳牛舎で飼養されているホルスタイン種搾
乳牛 10頭（平均体重 614 kg，平均産次 2.4産）を用いて実
施された。この牛群は，フリーストール牛舎で飼養されて
おり，自家産のオーチャードグラスロールベールサイレー
ジ（一部イタリアンライグラスとリードカナリーグラスを
含む）が毎日ロールフィーダーを通して不断給餌されてい
た。また，各個体の 1日あたり乳量の 1 / 3の量を基本とし
て配合飼料（商品名「みちのく 17」，明治飼糧，TDN 
74.0%以上，粗タンパク質含量 17.0%以上）が自動給餌機
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により個別に給与されていた。
搾乳は毎日 8時 30分と 16時 30分に実施された。牛群
は毎日搾乳室（片側 3頭，計 6頭が収容できるサイドオー
プンパーラー）に集められ，自動搾乳機で搾乳されている。
調査実施時には，片側 2頭ずつ，計 4頭の同時搾乳が行わ
れていた。
このセンターではこの牛群を用いて，農学部 3年生を対
象とした搾乳実習が毎年行われている。すなわち，農場実
習 C（生命科学コース，約 30名，5月），農場実習 B（生
物化学コース，約 30名，8月）および生産フィールド実習
（応用動物科学コース，約 30名，2月および 8-9月；植物
生命科学コースと資源環境経済学コース，約 40名，9月）
である。
本調査では，2017年度応用動物科学コース（8月）の実
習を対象とした。当該年度にこの牛群を用いて搾乳実習が
行われたのは，5月の農場実習C（生命科学コース，約 30名）
以来 2回目であった。調査対象とした応用動物科学コース
生産フィールド実習は，月曜日から金曜日までの 4泊 5日
で実施され，1日目から 4日目までの夕方の搾乳時に学生
7-8人が搾乳室に入り，技術職員から搾乳作業の流れと注
意点に関する説明を受けた後，技術職員が付き添いながら，
実際に学生 1名が 1頭を搾乳した。供試された牛群にとっ
て，全ての学生は，この実習実施時に初めて対面した。調
査は実習前日，実習 1日目，実習 4日目，実習終了 4日後
の 4回行った。
各調査日の夕方搾乳終了後（17時 00分）に，ヒトに対
する親和性の指標として，各個体の逃避距離を EUのウェ
ルフェア評価法として開発された Welfare Quality® 
Assessment protocol for cattle（Welfare Quality®, 2009）の方
法に準じて測定した。すなわち，供試牛に対して日常的に
飼育管理を行っていない者が，対象個体の約 5 m遠方から
1 m/秒の速度で近づき，乳牛が逃げた時点での距離を測定
した。また，夕方搾乳時には生乳（中間乳）を採取し，個
体別乳量および乳の性状と成分含量を調査した。乳性状お
よび成分含量のうち，乳脂肪率，無脂固形分率，乳タンパ
ク質，乳糖率，体細胞スコア，乳中尿素窒素（MUN）含量
については岩手県畜産協会衛生検査課（岩手県滝沢市）に
分析を依頼した。また，ストレス指標および快適性の指標
として，乳中のコルチゾール濃度およびオキシトシン濃度
を分析した。コルチゾール濃度の測定は Cortisol EIA kit
（Oxford Biomedical Research, Oxford, USA）を用いて
ELISA（Enzyme-Linked ImmunoSorbent Assay）により行っ
た。前処理および測定はキットの説明書に従った。オキシ
トシン濃度の測定はMishraら（2013）の方法に従って前処
理を行い，Oxytocin ELISA kit（Enzo Life Sciences, Inc., New 
York, USA）を用いてキットの説明書に従って測定した。
いずれも自然免疫応用技研株式会社に測定を依頼した。
逃避距離，乳量，乳性状，乳成分および乳中ホルモン濃
度のデータは，Dunnett検定により，実施前日の値に対す
る実習 1日目，4日目および実習終了 4日後の値の有意性
を検定した。その際，有意水準を 0.05とした。逃避距離の
データについては，対数変換した後に統計解析を行った。
結果と考察
各個体の逃避距離は，実習前日にくらべ実習 1日目と実
習終了 4日後に有意差が認められた（図 1）。すなわち，実
習前日には 0-128 cmの範囲であったが，実習 1日目には
48-226 cmと増大した（P<0.05）。管理者がウシを乱暴に扱
い，ウシにとって恐怖の対象となった場合，ウシはその管
理者に近づかなくなることが知られている（De Passilléら，
1996；Munksgaardら，1997；Munksgaardら，2001）。本結
果も，搾乳実習の開始に伴い，搾乳牛にとって初めて対面
する多くの学生に警戒したため，ヒトに対する逃避距離が
増加したと考えられる。実習 4日目には 0-25 cmと全ての
個体で逃避距離が大きく減少した。実習が 4日間実施され
たことによりウシが学生らに慣れ，警戒心が低下したもの
と考えられる。しかしその後，逃避距離は実習終了 4日後
に再び大きくなった（0-263 cm）（P<0.05）。考えられる理
由として，実習終了後の 4日間は実習が行われなかったた
めウシは学生らに接する機会が無かったことから，学生に
慣れていた記憶が弱まり，逃避距離測定の際にウシに接近
した実験者に対して警戒を示したことが挙げられる。ウシ
は新奇な人物による取扱いに対して順応するには１週間程
度かかるといわれている（Albrightと Arave, 1997）。しかし，
幼齢期における早期からの手なづけやヒトによる親和的な
取扱いにより，ヒトとの関係性におけるストレス負荷は軽
減される（Albrightと Arave, 1997）。本調査で供試した牛群
は，出生直後から飼育者に手なづけられ，ヒトと良好な親
和関係を築いていたことから，学生実習で多くの新奇な人
物に接するという刺激に対して数日間のうちに適応したと
考えられる。また，実習終了後には実習実施前と同様の飼
図 1　搾乳実習の実施に伴うウシの逃避距離の変化．
＊： 実習前日にくらべ有意差有り（P < 0.05，Dunnett
検定）
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育環境に戻ったことにより，学生実習中の新奇な人物に対
する順応が数日間のうちに消失し，実習終了 4日後の逃避
距離測定における新奇な実験者に対して警戒を示したと考
えられる。
各供試牛の 1日あたりの乳量の変化をみると，実習前日
（平均 25.2 kg /日 /頭）にくらべ実習開始に伴い経時的に
乳量が減少し，実習 4日目（平均 21.8 kg /日 /頭）および
実習終了 4日後（平均 21.8 kg /日 /頭）で有意に低下した（P 
<0.05）（図 2）。管理者が搾乳牛を乱暴に扱いストレスを与
えると産乳量が減少し残乳量が増加することが知られてい
る（Rushenら，1999）。本調査の場合，搾乳実習の開始に
伴い，初対面の多くの学生が同時にパーラー内に入り，か
つ慣れない状況の中で搾乳作業を行ったことにより，供試
牛のストレスが高まり，乳量が減少した可能性がある。
搾乳実習の実施に伴う乳成分および乳性状の変化を図 3
に示す。乳脂肪率，無脂固形分率，乳蛋白質率には搾乳実
習実施に伴う影響は認められなかったが，乳糖含量をみる
と実習前日（平均 4.50%）にくらべ実習終了 4日後（平均
4.39%）に有意に低下した（P<0.05）。搾乳牛の乳中乳糖含量
とストレスとの関係についてはあまり知られていないが，
例えば暑熱ストレスにより飼料摂取量が減少し，その結果
乳糖含量が減少したという報告がみられる（Nardoneら，
1997；Shwartzら，2009）。本研究では飼料摂取量を測定し
ていないが，4日間の搾乳実習の実施により搾乳牛にストレ
スがかかり，それによって飼料摂取量が低下した可能性が
ある。飼料摂取量の低下により，糖新生におけるグルコー
スの前駆物質であるプロピオン酸が第一胃で十分生産され
ず，乳糖合成基質であるグルコース量も低下し（柏村ら，
2012），乳中の乳糖含量の低下が生じたのかもしれない。体
細胞スコアは個体による違いが大きかったものの，実習実施
に伴う変化は認められなかった。MUN含量をみると，実習前
日（7.1-12.7 mg /dl）にくらべ実習 1日目（10.9-17.7 mg /dl）
と実習 4日目（9.8–15.4 mg /dl）で有意に上昇した（P< 0.05）。
MUN含量はルーメン内の分解性タンパク質と発酵エネル
ギーの量的な相対関係を反映して変動し（De Petersと
Ferguson, 1992），可消化養分総量（TDN）充足率および
TDN／粗タンパク質（CP）比に対して負の相関を示す（生
田ら，2000）。本研究におけるMUN含量の上昇は，搾乳実
習の実施に伴いウシ体内のエネルギー代謝とタンパク質代
謝のバランスが変化したことが考えられる。ブタでは，心
理的ストレスが強まると，血中の副腎皮質ホルモン濃度が
上昇し，それにより代謝コストが増加する（Barnettと
Hemsworth, 1990）。一般に動物において，副腎皮質ホルモ
ンの血中濃度の上昇に伴いエネルギー消費が高まることか
ら（Elsasserら，2000），本研究においても，搾乳実習の実
施がウシにとって心理的ストレスとなり，血中副腎皮質ホ
ルモンの上昇を招き，エネルギー代謝を高めた可能性があ
る。しかし，後述するように，血中コルチゾール濃度の変
化とは必ずしも一致しないため，MUN含量の変化のメカ
ニズムについて今後さらに検討が必要である。
乳中ホルモン濃度は，個体差は大きかったものの，いず
れも実習実施に伴い有意に変化した（図 4）。すなわち，乳
中コルチゾール濃度は実習前日（平均 0.42 ng/mL）にくら
べ実習 4日目（平均 0.69 ng/mL）および実習終了 4日後（平
均 0.71 ng/mL）で有意に高く（P<0.05），逆に乳中オキシト
シン濃度は実習前日（3.61 pg/mL）にくらべ実習 4日目（1.58 
pg/mL）と実習終了 4日後（1.27 pg/mL）に有意に低かった
（P<0.05）。乳中コルチゾール濃度は血中コルチゾール濃
度を反映すると言われている（Bremelと Gangwer, 1978；
Foxら，1981；Sgorlonら，2015）。恐れの感情は下垂体－
副腎皮質系を活性化し（Mason, 1968），動物が恐れを抱く
管理者の存在により動物の血中コルチゾール濃度が高まる
ことが報告されている（Hemsworthら，1989）。また，
Rushenら（2000）によれば，乳牛を新奇環境下で 1頭だけ
で搾乳すると，乳量が減少し，血中コルチゾール濃度が上
昇し，オキシトシン濃度が低下した。これらの知見をふま
えると，搾乳実習実施による乳中コルチゾール濃度の上昇
とオキシトシン濃度の有意な低下は，実習により搾乳牛群
にストレスが生じ，それに伴う血中ホルモン濃度の変化が
乳中濃度に反映したものと考えられる。また，本結果と乳
量の変化をあわせると，搾乳実習に伴うストレスの影響は
実習 1日目には乳中には現れず，数日経過した後に現れ，
実習終了後も数日間続くといえよう。
本研究により，搾乳実習の実施に伴い，乳牛のストレス
が高まることが示された。すなわち，実習 1日目には逃避
距離が増大し，MUNも上昇した。さらに，実習 4日目お
よび実習終了 4日後には，乳中コルチゾール濃度が上昇し，
オキシトシン濃度が低下した。動物におけるストレス反応
は，第 1段階として逃避などの行動や心拍数などの瞬間的
反応，第 2段階として血中コルチゾールの上昇などの生理
的な急性ストレス反応，第 3段階として慢性ストレス反応，
図 2　搾乳実習の実施に伴うウシの乳量の変化．
＊： 実習前日にくらべ有意差有り（P < 0.05，Dunnett
検定）
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図 3　搾乳実習の実施に伴うウシの乳中成分および乳性状の変化．
＊：実習前日にくらべ有意差有り（P < 0.05，Dunnett検定）
5山本（佐藤）ほか：搾乳実習に伴う泌乳牛のストレスレベルの変化
という段階を経ることが知られるため，この反応段階に基
づいて考察する。まず実習 1日目に逃避距離が増大したも
のの乳量と乳中ホルモン濃度に有意な変化が認められな
かった理由を考察したい。実習 1日目には学生による不慣
れな搾乳が始まったため，その直後に瞬間的なストレス反
応として逃避距離の増加が生じたと考えられる。一方，ス
トレス反応の第 2段階である乳中コルチゾール濃度の変化
は，2-4時間前のストレスの指標となることが知られてい
ることから（Verkerkら，1998），1日目の搾乳終了時には
まだ生理変化として表れていなかったと考えられる。また
実習 4日目には，供試牛はいずれも学生に対する恐れが低
下したため逃避距離は短くなったものの，搾乳作業への不
慣れさから生じるストレスは 4日間続いたため，乳量およ
び乳中ホルモン濃度に影響が生じたと推察される。さらに
本結果では，実習 4日目だけでなく実習終了 4日後にもス
トレス反応と思われる乳量および乳中ホルモン濃度変化が
認められた。これについては本研究の結果で論じるのは難
しいが，急性ストレスが持続すると慢性ストレスとなるこ
とが知られるため（Ladewig，2000），4日間連続の実習実
施に伴い，急性ストレス段階が慢性化しつつある状況で
あったのかもしれない。
本研究より，搾乳実習は乳牛に対して心理的ストレスを
与えているといえよう。搾乳実習は，農学部特に畜産学を
学ぶ学生にとってきわめて重要な実習であるが，家畜福祉
を向上させるためには，実習実施の際できる限り搾乳牛へ
のストレスを軽減する必要がある。古村ら（2014）が報告
しているように，作業者が搾乳に不慣れな場合には搾乳準
備作業に手間取り，それがウシのストレス増加と関係する
ことから，搾乳実習実施の際には，学生に対してできる限
り事前に作業手順を十分に習得させておくことがウシのス
トレス軽減に有効であると考えられる。
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要約
川渡フィールドセンターで飼養されている搾乳牛を対象
に，平常飼育時と学生実習実施時および実施後の乳量，乳
成分および逃避距離を調査し，搾乳実習が乳牛に与える心
理的ストレスについて調査した。2017年 8月に実施された
応用動物科学コースの搾乳実習において，ホルスタイン種
経産牛 10頭を対象として，実習前日，実習 1日目，実習 4
日目（最終日）および実習終了 4日後に各個体の逃避距離，
乳量，乳脂肪率，無脂固形分率，乳タンパク質率，乳糖含量，
乳中尿素窒素［MUN］含量，乳中体細胞スコア，乳中コル
チゾール濃度および乳中オキシトシン濃度を測定した。逃
避距離は実習前日にくらべ実習 1日目に増大した（P< 
0.05）。乳量は実習開始に伴い経時的に減少し，実習 4日目
および実習終了 4日後で有意に低下した（P<0.05）。また
乳糖含量が実習前日にくらべ実習終了 4日後に低下し（P< 
0.05），MUN含量が実習 1日目と実習 4日目に上昇した（P 
<0.05）。さらに，実習 4日目および実習終了 4日後には実
習前日にくらべ乳中コルチゾール濃度が上昇し，オキシト
シン濃度が低下した（P<0.05）。以上より，搾乳実習は乳
牛に心理的ストレスを与えていることが示された。搾乳実
習は農学教育の中でも重要であるが，家畜福祉を向上させ
るためには，実習実施の際できる限り搾乳牛へのストレス
を軽減する必要がある。
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（2017年 11月 21-22日，江別市）
古屋　聡，菅野均志，横田紀雄，小田島芽里，渡邉紀之，
多田周平，南條正巳．岩手県沿岸南部地域の津波復旧水田
作土における水稲の石膏施与への応答，日本土壌肥料学会
2017年度仙台大会　演題番号 6-13（2017年 9月，仙台）
Ⅱ．業　務　報　告
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1. 概　　況
（1）複合陸域生産システム部
平成 29年度にフィールドセンターの 4つの研究室に在
籍した学生は，学部 4年生 8名，大学院博士課程前期 2年
の課程 14名，同後期 3年の課程 4名の合計 26名であった。
また，5学系の学部 3年生，学部 1年生，大学院生の計
485名に対して延べ 44日の実習教育を行うと共に，複合陸
域システム部利用研究 53課題をサポートした。文部科学
省に認定された教育関係共同利用拠点としては，レディ
メード型，オーダーメード型，ギャザリング型の各プログ
ラムを実施し，他大学（21大学）から延べ 627名（人・日）
の参加があった。当センター主催の開放講座（うち 1回は
コンポスト総合研究プロジェクト公開セミナー）を 3回実
施し，合計 125名の参加があった。その他，共同研究，共
同利用実習，視察見学，研修，総合学習，体験学習等とし
て 994名の利用があった。
農作物生産では，水稲（ひとめぼれ，ゆきむすび，蔵の華）
を計 5.77haに作付した。これらを減農薬・減化学肥料栽培
（4.8ha）を中心に，有機栽培区（0.604ha）および慣行栽
培区（0.38 ha）において栽培した。収量は 428kg / 10aであっ
た（平年収量は 471kg）。畑作物としては，バレイショは 3
号圃場 19aに主力品種の男爵および実習用ピルカ，メーク
イン，シンシア，とうやを植え付けた。総収穫量は 5,563 
kgで平年を上回る反収だった。ゴボウ（滝野川）およびニ
ンジン（真正国分鮮紅大長）をそれぞれ 7.5a，ナガイモ（ト
ロフィー 1066，ねばり芋，姫神芋）を 12aで栽培した。ニ
ンジンの総収穫量は 2,075kgであったが，ゴボウは 626kg
で，ともに平年を上回る反収だった。ナガイモの総収量は
2,270kgであった。果樹としては，ウメ（2号圃場）の全収
穫量は 244kgで，売払いは 169kgであった。ブルーベリー
の総粗収量は 320kgであり，予定収量 470kgをよりも大き
く下回った。ルバーブの総収穫量は 135kgで，ジャムとし
て 817個を販売した。
林木・林産物生産の概況として，スギ素材生産は 260m3
であった。林産物としてのきのこ生産（シイタケ）は，東
京電力福島第一原子力発電所事故による放射性セシウムの
汚染のため停止している。
畜産用飼料生産は，上記同様に原発事故に伴う汚染によ
り大きな影響を受けている。その対応として，平成 24年度
より耕地内の採草地および放牧地予定地の除染更新を実施
している。平成 29年度は耕起除染作業を終えている草地
（34.8ha）から順次採草を行った。採草地の年間収量は生草
換算で 1,085t，10a当たり 2.8tとなった。なお，北山放牧地
については今年度も耕起除染作業に着手することはできず，
次年度以降に対応することとした。青刈り作物として，デ
ントコーン（スノーデント 118S）を総面積 2.5haに作付けし，
総収量は 76.0tで 10a当りの収量は 3.04tとなった。電気柵
の設置により，ツキノワグマによる食害は認められなかった。
畜産では，放射能汚染のために放牧地が使用できず，乳
牛の放牧は不可能な状態が続いている。このため除染更新
した草地から採草したセンター産粗飼料と購入飼料による
通年舎飼いを中心とした飼養管理を行った。肉用牛につい
ては，教育研究継続の必要性から，北山地区大尺牧区にお
いて，出荷予定の無い 8頭を例外的に放牧した。年度始め
の飼養頭数は，ホルスタイン種 27頭，黒毛和種 93頭，日
本短角種 24頭，緬羊 21頭であったが，生産・出荷・死亡・
管理換えを経て，年度末にはそれぞれ 33頭，94頭，23頭，
31頭となった。出荷した黒毛和種去勢牛 12頭の枝肉格付
けは，A-5が 5頭，A-4が 5頭，A-3が 2頭であった。瑕
疵は 12頭中 2頭（16.7%）で高い値となっていた前年度
（33.3%）より低下した。乳用種に関しては，平均搾乳頭
数が 13.2頭で過去 5年の平均（13.7頭）より下回った。総
産乳量は 97,478kgであり，過去 5年平均の 98,045kgにく
らべ 567kg低い乳量となった。
コンポストに関しては，直線型ロータリー方式コンポス
ト装置で肉牛舎と乳牛舎運動場の糞尿，飼料残渣，乳牛舎
ストール内の糞尿および各畜舎の厩肥をコンポスト化処理
した。平成 29年度の処理量は 360tで，圃場への施用量は
472.3tであった。
農業機械については，現有のトラクタ，車両建機，作業
機はいずれも老朽化しており，細心の点検整備を行ってき
た。現有の農業用トラクタ 9台の総利用時間は約 963時間
で，その他の車両および自走式作業機械を合わせると約
2,270時間に及んだ。
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1. 中山間地における減化
学肥料・減農薬水稲生産
栽培植物環境科学分野
教　授：齋藤雅典
准教授：伊藤豊彰
助　教：田島亮介
有機質肥料を用いた減化学肥料・減農薬の水稲栽培を行い，中山間地における収量性，品質を検討す
るとともに，作業由来環境負荷を検討した。
1，3，4号水田　周年
2. 水稲ポット苗による中
山間地における水稲生
産
環境農林科 水稲ポット苗による寒冷地の安定多収技術を改善する。
1，4号水田　周年
3. 畑作物の根系と栽培技
術改善 
齋藤　雅典・田島　亮介・
渡部　智寛・宇野　　亨・
伊藤　豊彰
麦，ダイズ等の畑作物の根系発達を調査し，栽培技術の改善に資する。
21号畑　4月～ 11月
4. 冬期湛水・有機栽培水田
における水稲生産性と
耕種管理技術の改善
伊藤　豊彰・宇野　　亨・
田島　亮介・齋藤　雅典・
環境農林科
冬期湛水・有機栽培における水稲生産性を評価し，機械除草の効果等を明らかにし，耕種技術の改善
に資する。4号開田　周年
5. 有機栽培水田における
水稲の生育，根系発達
田島　亮介・陶木　里咲・
菅　　京子・齋藤　雅典
有機栽培が水稲の生育相，根系などの特徴を明らかにする。
4号水田・4月～ 11月
6. 家畜ふんコンポストを
用いた畑作物の低農
薬・化学肥料栽培
環境農林科・齋藤　雅典
田島　亮介・伊藤　豊彰
家畜ふんコンポストによる畑作物（ジャガイモ等）の低農薬栽培を行い，収量性や品質を検討した。
21号　4～ 8月
7.土壌生物機能を活用し
たリン資源の有効利用
技術の開発
齋藤　雅典・宇野　　亨・
鈴木　貴恵・大嶋　健資・
田島　亮介・伊藤　豊彰
菌根菌等の土壌微生物の機能を活用してリン資源有効利用技術の検討を行った。
21号畑　周年
8. 環境保全型水稲栽培に
おける殺虫剤削減が水
田生物に及ぼす影響
伊藤　豊彰・松崎　　航・
中野　雄登・宇野　　亨
減化学肥料・減農薬水稲栽培体系において，さらなる殺虫剤の削減が水田生物に対してどのような影
響を及ぼすかを明らかにする。
4号　4月～ 10月
9. 製鋼スラグ系ケイ酸資
材による「蔵の華」の品
質改善
伊藤　豊彰・宇野　　亨・
環境農林科
蔵の華の品質向上（整粒歩合向上）に対して，ケイ酸資材の施用が有効であるかを検討した。
4号 -9, 10　4月～ 10月
10. ブルーベリーの生育収
量・品質に及ぼす有機質
肥料等の効果
環境農林科・齋藤　雅典 ブルーベリーの生育収量に及ぼす有機質肥料等の効果を検討した。
3号　周年
11. フィールドセンター内
土壌の放射性セシウム
汚染状況
齋藤　雅典・菅野　均志 フィールドセンター内の土壌の放射性セシウム汚染状況を調査し，汚染リスク低減を検討した。
センター全域　周年
12. ススキ型草地における
植生遷移機構の解明
陸圏生態学分野
教　授：小倉振一郎
下田　勝久（畜産草地研究所）
板野　志郎（新潟大学）
わが国の気候帯に対応した草地植生の動態を解明し，永続的な草地の生産と保護を確立するための基
礎資料を得る。東北地区のススキ型草地として，農場内の北山地地区大尺の元 IBP半自然草地試験区
及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4ha），放牧区（6.5ha），放任区（4 
ha）を設け，常置コドラート法による植生の変化を調査した。調査時期：5月，9月　北山地区大尺約
14ha（IBP小屋を作業場として使用）10～ 11月に，刈取区斜面下部 2haのススキ等を刈った。
13. 多様な植生下における
放牧牛の採餌メカニズ
ムの解明
小倉振一郎・宍戸　哲郎
二階　梨紗・
環境福祉畜産科
放牧牛の選択採食の実態とそれに関与する要因について，植物の空間分布とバイトサイズの点から解
明した。
肉牛舎およびルーズバン，黒毛和種繁殖雌牛 6頭，ホルスタイン乾乳牛 5頭
表 1-1　平成 29年度複合生態フィールド教育研究センター　複合陸域生産システム部利用研究実積
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14. 広葉草本および木本の
摂取が放牧家畜のルー
メン消化と養分利用に
及ぼす影響
小倉振一郎・宍戸　哲郎 植物多様性の異なる 2ヵ所の放牧地における植物種多様性と一次生産性，ならびに家畜の生産性と健
康性を評価する。ルーメン液を採取し，発酵様相と微生物叢を調査する。また，血液成分から健康性
を評価した。
13-1・13-2放牧地＋林地および北山地区大尺牧区・肉用牛 12頭程度
15. 糞塊が草地土壌の物理
化学性に及ぼす影響
小倉振一郎・宍戸　哲郎・
尹　　麗瑛
放牧牛が排泄した糞塊が圧密化した土壌の回復に及ぼす影響について，物理化学性を調査することで
明らかにした。北山放牧地，耕地内草地，通年
16. 草地における放射能除
染方法の検討
小倉振一郎・
齋藤　雅典（栽培植物環境
学分野）・宍戸　哲郎・
環境基盤整備科・
環境福祉畜産科
草地を耕起することによる空間線量，土壌中および植物体地上部中の放射線レベル低減効果を調査し
た。耕地内草地および北山放牧地
17. 山地放牧地における放
射能汚染の実態把握
小倉振一郎・
齋藤　雅典（栽培植物環境
学分野）・
米澤　千夏（フィールド社
会技術学分野）
山地放牧地の尾根部および谷部の放射能汚染状況をモニタリングする。空間線量および植物体地上部
の放射線量を測定した。大尺牧区，六角牧区，桂清水牧区，梨の木平牧区
18. 乳牛のストレスレベル
の違いが行動，血液性
状および乳中成分に及
ぼす影響の探査
小倉振一郎・
准教授：深澤　充・
戸澤あきつ・
環境福祉畜産科
搾乳牛の個体別ストレスレベルを行動および血中成分（代謝プロファイル，ホルモン濃度，免疫グロ
ブリン濃度）から評価する。同時に個体別に乳を採取し，成分を分析して比較した。ルーズバン，ホ
ルスタイン種搾乳牛 6頭，通年
19. ルーメン内性状がスト
レス関連ホルモンレベ
ルと家畜の行動・福祉性
に及ぼす影響の解明
小倉振一郎・深澤　充・
宍戸　哲郎・乾日格・
環境福祉畜産科
給与飼料の違いによるルーメン発酵の変化が，血中ホルモンレベルの変化を介して家畜の行動と福祉
性に及ぼす影響を明らかにした。
緬羊 10頭，緬羊舎，緬羊試験舎，通年
20. 簡易カメラ装置と情報
通信・クラウドによる牛
行動監視システムの開
発
小倉振一郎・
大村　道明（フィールド社
会技術学分野）・
環境福祉畜産科
簡易カメラ装置とクラウドシステムを導入し，ウシの行動を常時監視することにより省力的かつ高精
度なウシの行動監視システムを開発した。ルーズバン，ホルスタイン種成牛 12頭，通年
21. トウモロコシ畑におけ
るツキノワグマの侵入
実態の解明
小倉振一郎
環境基盤整備科
トウモロコシ畑に侵入するツキノワグマの行動と生態を生息痕跡および暗視カメラにより調査した。
10-1デントコーン畑，通年
22. 草地におけるソーラー
パネルの設置が牧草の
収量と成分に及ぼす影
響の解明
中井　　裕（動物環境シス
テム学分野）・
小倉振一郎・宍戸　哲郎・
環境基盤整備科
太陽光発電のためのソーラーパネルを草地に設置した際，庇陰による植生，牧草収量および化学成分
への影響を調査した。
9-2号，13-1，13-2号，通年
23. 母子牛同居飼育におけ
る子牛生産に影響する
環境要因の解明
深澤　　充・小倉振一郎・
宍戸　哲郎・和田沙都子・
東山　由美（農研機構東北
農研）
放牧条件下での哺乳期間延長による子牛生産性に影響を与える環境ストレスや子牛の運動量増加など
の環境要因の解明とその対策技術の開発。
黒毛和種の母と子，5組程度，肉牛舎，13-1号，13-2号放牧地，通年
24. 飼養管理が睡眠行動に
与える影響の解明
深澤　　充・小倉振一郎・
宍戸　哲郎・田中　康貴・
二宮　　茂（岐阜大学）
給餌条件などの飼養管理が牛の睡眠行動に与える影響を解明した。
黒毛和種および日本短角妊娠牛もしくは肥育牛 10頭程度，肉牛舎，新牛舎，通年
25. 家畜排泄物のコンポス
ト化に関する研究
動物環境システム学分野
教　授：中井　　裕
准教授：多田　千佳
助　教：福田　康弘
コンポスト実験装置およびコンポスト施設を用いて家畜排泄物のコンポスト化とその過程の微生物群
集を解析した。
コンポスト施設および仮設置する実験装置。通年
26. 寄生性原虫に関する研
究
中井　　裕・多田　千佳・
福田　康弘
ウシおよび野生動物におけるコクシジウムおよびクリプトスポリジウム原虫の感染状況を調査すると
ともに原虫の病原性を検討した。
27. 森林管理の違いが土壌
微生物や土壌中の間隙
水組成に及ぼす影響の
調査 
多田　千佳・中井　　裕・
福田　康弘
尚武沢のスギ林における月一度（2日間）のモニタリングの開始。
共通実験室，フィールドセンター内，フィールドセンター周辺環境，通年
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28. ルーメン・メタンハイブ
リッド型発酵の処理
中井　　裕・多田　千佳・
福田　康弘
50m3のメタン発酵装置によるメタンガス回収を行い，効率的なメタン生成条件を明らかにする。特に，
その難分解性ゆえ熱や薬品による前処理が必要な草本系バイオマスを，ルーメン液による可溶化処理
を行うことで，高いメタン変換率の実現。通年
29. 温泉・排熱メタン発酵，
エネツーリズムの研究
多田　千佳・中井　　裕・
福田　康弘
50m3のメタン発酵装置によるメタンガス回収を行い，効率的なメタン生成条件を明らかにする。食品
廃棄物と温泉熱や排熱を活用した小型メタン発酵によるエネルギー生産とエネルギーの活用について
の研究を行った。通年
30. 土壌に生息する微生物
（原虫）の生物多様性に
ついて遺伝学的系統解
析による生物伝播と分
布変化の解析
福田　康弘・中井　　裕・
多田　千佳
同一の気候条件にあるセンター内の多様な土壌環境に注目し，土壌と水系での自由生活原虫の多様性
と分布経路を分子遺伝学的手法で解析した。併せて，寄生原虫の伝播と水系との関連も検討した。　
通年
31. スギ人工林における間
伐が種多様性に及ぼす
影響
生物共生科学分野
教　授：清和　研二
間伐強度を変えたスギ人工林において，広葉樹・草木・昆虫類の多様性の回復過程を調査する。林木
生産と森林の種多様性維持の両立が図られる施業方法を探った。北山
32. スギ人工林における種
多様性の回復が生態系
機能に及ぼす影響
清和　研二・
林　　誠二（環境研）
間伐強度を変えたスギ人工林において，広葉樹・草木の多様性の回復に伴い，生態系機能（土壌栄養
塩のリサイクル，水源涵養機能、CO2固定能）がどの程度回復するのかを調査し，林木生産と森林の
多面的な環境保全機能発揮の両立が図られる施業方法を探った。北山
33. ブナの開花様式と生理
的特性に関する研究
准教授：陶山佳久・
日浦　　勉（北海道大学）
ブナの林冠に到達できる足場（ジャングルジム）を利用し，ブナの開花様式と花粉散布，樹幹部位ご
との光合成特性等，生理的特性に関する研究を行った。
北山（田代地区）
34. 人工湿地による汚水浄
化に関する研究
陶山　佳久・
中村　和徳（日本大学工学
部）
フィールドセンターで飼育している肉牛および乳牛の排水処理システムとして，人工湿地を利用した
汚水浄化に関する研究を行った。人工湿地施設
35. 牧草とササの遺伝的多
様性と生産機能の解明
陶山　佳久 ササや牧草の単一品種（またはクローン）と多品種（またはクローン）混播のプロットを設置し生産
性や害虫被害を評価した。21号
36. スギの遺伝的変異と地
域適応に関する産地試
験
陶山　佳久・
津村　義彦（筑波大学）
スギの遺伝的変異と地域適応に関する産地試験のための圃場整備を行った。
17号圃場
37. 広葉樹実生の母樹から
の距離依存的な死亡要
因に関する研究
清和　研二・深澤　　遊・
佐橋　憲夫（森林総研）
落葉広葉樹の同種樹冠下と他種樹冠下に種子をまき当年生実生および地樹の死亡要因ならびに成長過
程を比較した。北山
38. スギ人工林に混交する
広葉樹の形質向上効果
に関する研究
清和　研二・
梅木　　清（千葉大学）
スギ人工林に混交する広葉樹がなぜ通直で，枝が少ないといった良質な経済形質を持つのかを，R：
FR比の垂直分布および冬芽の R：FR応答から検討した。北山
39. 樹木の種子発芽に関す
る研究
清和　研二 温帯林構成種の種子発芽シグナルを探るため種子を採取した。北山
40. 広葉樹実生の種特異的
な病原菌・菌根菌の感染
率に関する研究
清和　研二・深澤　　遊 落葉広葉樹の同種樹冠下と他種樹冠下に種子をまき当年生実生の死亡・生長と病原菌・菌根菌感染率
との関係を比較した。北山
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41. スギ人工林に進入定着
する広葉樹の菌根菌感
染率に関する研究
清和　研二・深澤　　遊・
根岸　有紀
スギ人工林に進入定着する広葉樹はスギの菌根菌相に影響を受けているかどうかを調査地の土壌を用
いたポット実験から調べた。北山，ビニールハウス
42. アカマツ・コナラ倒木の
分解過程と倒木に生息
する生物の種多様性の
関係に関する研究 
助　教：深澤　　遊 アカマツの倒木を分解する木材腐朽菌の分布パターンが，倒木に生息する木本実生・コケ・昆虫類の
分布に与える影響を評価した。北山
43. オトシブミ・チョッキリ
類の揺籃加工様式と寄
生蜂群集に関する研究
深澤　　遊・
小林　知里（生命科学研究
科）・清和　研二
オトシブミ・チョッキリ類の多様な揺籃加工様式と寄生蜂群集が，種ごとの個体群動態に与える影響
を評価し，揺籃加工様式のタイプごとに比較した。北山
44. 生物多様性を利用した
大豆栽培に関する研究
本間　香貴・伊藤　豊彰・
陶山　佳久
大豆の品種混作等による生物多様性を利用した新たな栽培方法に関する研究を行った。3号圃場
45. アブラナ科作物等のリ
ン獲得根伸長によるリ
ン利用率改善に関する
研究
農学研究科植物生産科学講
座
土壌立地学分野
教　授：南條　正巳
圃番号 18-1の脇にある大穴西側の施肥の影響の弱い土を採取し，ポット試験を実施し，リン利用率の
改善を目指す．土壌の採取は土嚢袋 20程度で以前の採取位置付近で行った。圃番号 18-1脇，29年 4
月中～下旬
46. 水稲根および土壌に存
在する鉄化合物等の形
態変化に関する研究
教　授：南條　正巳 通常の管理下で田植えを実施して頂いた後，7～ 8月および刈り取り後に３株ずつ採取し，根および土
壌に形成される鉄とリンの化合物に関する形態観察と化学分析を行い，非アロフェン質黒ボク土水田
におけるリンと鉄の動態を検討した。
圃番号 4の下から 2番目の水田，道路側畦から 3列目の合計 15株。
47. 隔離ほ場を利用した
Rubisco酵素過剰生産（光
合成増強；Rubisco-セン
ス）及び生産抑制（光合
成抑制；Rubisco-アンチ
センス）形質転換イネ
の生育及び収量調査に
関する研究
農学研究科植物機能科学講
座
植物栄養生理学分野
教　授：牧野　　周
Rubisco酵素を過剰生産させた形質転換体イネ，Rubiscoの生産を抑制した形質転換体イネ。および非
組換えイネを隔離ほ場で施肥条件を変え栽培し，Rubisco量の増減が，イネの個体生育と収量に及ぼす
影響を調べた。
使用施設：隔離ほ場（砂質水田；500m2）・隔離ほ場内施設（鉄骨ハウス・パイプハウス）試用期間：
平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日
48. 農学部生物生産化学科
応用動物科学系学生実
験（家畜解剖実習）
農学研究科動物機能科学講
座
機能形態学分野
教　授：麻生　　久
応用動物科学系 3年生の家畜解剖実習に使用した。
供試家畜：日本短角種，雌 20ヶ月齢未満　1頭
4月 24日　川渡 FSCより農学部へ移管
49. 反芻動物の内分泌調節
に関する研究
農学研究科動物生産科学講
座
動物生理科学分野
准教授：盧　　尚建
助　教：萩野　顕彦
教　授：寺田　文典
ヒツジ 8頭とホルスタイン仔牛 6頭を用いて，アペリン，グレリン，成長ホルモン，インスリン，
IGF-I，Chemerinの分泌動態を調べる。さらに，採取した脂肪組織，肝臓組織などの組織において代謝
と成長に関連する遺伝子の発現量を調べる。インスリン分泌や細胞内 mRNA発現の変化について検討
した。
供試家畜：去勢雄ヒツジ 8頭・ホルスタイン仔牛（5週齢）8頭　農学研究科動物飼育実験棟で飼育した。
50. 黒毛和種雄子牛の新規
哺育育成法の開発に関
する研究
准教授：盧　　尚建
教　授：寺田　文典
助　教：萩野　顕彦
黒毛和種牛の短期肥育技術開発の一環として，早期肥育向け素牛生産を目的とした雄子牛の新たな哺
育育成方式を提案した。
供試家畜：黒毛和種雄子牛 10頭　4月～ 2月　乳牛舎，仮設牛舎他
51. 老廃和牛の肥育技術の
開発
教　授：寺田　文典
准教授：盧　　尚建
助　教：萩野　顕彦
木材パルプ飼料を用いた老廃和牛の再肥育技術の開発。
供試家畜：和牛繁殖雌牛（5産以上）　6頭　肉牛舎
52. 反芻家畜からのメタン
産生低減技術の開発
教　授：寺田　文典
准教授：盧　　尚建
助　教：萩野　顕彦
ヒツジを用いて，メタン産生能の高低と生理緒元の関係解析を行った。
供試家畜：成ヒツジ　4頭　農学研究科動物飼育実験棟で飼育
53. 乳腺細胞の酸化ストレ
ス応答に関する研究
助　教：萩野　顕彦
教　授：寺田　文典
准教授：盧　　尚建
乳腺細胞の酸化ストレス応答に及ぼす機能性物質の影響解析のため，各種飼養条件下の後絞り乳を採
取した。
供試家畜：泌乳牛　14頭　搾乳牛舎で朝搾乳時に採材
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（2）複合水域生産システム部
平成 29年度の女川フィールドセンターにおいては，1協
力講座 1分野として附置されている沿岸生物生産システム
学研究室があり，博士課程（社会人後期）3年生 1名，博
士課程（後期）3年生 1名，博士課程（前期）2年生 1名，
学部 4年生 1名が所属し，研究および論文作成の指導を受
けている。また，センターを利用した研究課題は，沿岸生
物資源の持続的利用を目指した集団遺伝学的研究，ならび
に栽培漁業と養殖に関する新技術の研究開発である。
実習・教育に関する事について，4月～ 5月に行われた
学部 1年生の「水圏環境コミュニケーション論」では，1
年生全員 160名が 4班に分かれ，各班 1泊 2日で計 4回実
習を行った（写真 1）。6月は 3年生生産フィールド実習Ⅱ（写
真 2），7月は複合生態フィールド科学専門実習を実施。そ
して 8月は 2年生生産フィールド実習Ⅰ（写真 3）を実施し，
学部実習今季最後となる 1年生臨海実習は 9月に行った（写
真 4）。学部以外の実習としては，8月に全学基礎ゼミ（生
命科学研究科），9月には本学 FGLエクスカーション実習
を行い，年間の延べ人数としては 781名となった。
調査・研究に関する事としては，東日本大震災後より継
続して行っている，海洋状況の把握を主目的とした「東北
マリンサイエンス拠点形成事業（海洋生態系の調査研究）」
に関わる各種調査を，調査船「翠皓」（写真 5）および，作
業船「海生」（写真 6）の運航にてサポートしている。また，
他大学・他研究機関等の研究利用として，東海大学，宮城
大学，筑波大学，大阪大学，仁愛大学，東京海洋大学，慶
応大学，NICT（情報通信研究機構），神奈川県水産技術セ
ンター，長崎県総合水産試験場，産業技術総合研究所，東
南アジア水産振興センターなどから来所があり，本学の利
用者と合わせて延べ 718名であった。
社会貢献活動としては，7月に農学研究科水圏植物生態
学および水産無脊椎動物研究所共催による「磯の生物勉強
会 2017」（写真 7）での利用があったほか，9月・11月に
は JST主催日本・アジア青少年サイエンス交流事業「さく
らサイエンスプラン」（写真 8）での施設内見学および，12
月には，宮城県気仙沼高等学校の地域社会研究フィールド
ワーク等による施設内見学などがあり，延べ305名となった。
船舶整備関連について，今回は調査実習船「翠晧」およ
び作業船「海生」ともに，法令で 6年に 1回受検すること
と定められている船舶定期検査（船検）の実施年度であっ
た。両船ともに船齢 18年を経過し，各所経年劣化が出始
めたところで標記船検に合格しなければいけなかったため，
「翠晧」については，主機・補機・プロペラシャフト等機
関関連を主に各所点検整備を大規模に行った（写真 9）。「海
生」は目前の小乗浜漁港にてユニック車を使った上架とな
り，こちらも「翠晧」と同様，船底塗装のほか，毎回の定
期検査時に新替している船外機の入替作業等，いつにも増
して入念に点検整備を行った（写真 10）。以上の結果，3
月に行われた船舶定期検査では，両船とも無事に合格する
ことができた。
最後に，東日本大震災から 6年目となった本年，復興事
業工事関連では，女川フィールドセンター目前の小乗川の
付け替え工事はほぼ終了し，周辺土地の盛土整備工事が本
格的になってきた。（写真 11・12）。これまでの荒涼とした
周辺風景から，若干ではあるが区画整備が出来つつあり，
将来の姿が見える様になってきた。
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1. 女川常設 NerveNetシス
テムを活用した漁業・
養殖業の高度化と密漁
防止システムの開発
木島　明博
沿岸生物生産システム学分
野教授
NICT耐災害 ICT研究センターと東北大学との共同研究課題として，標記研究を行っている。具体的に
は NICTが女川湾に設置した通信システムと東北マリンサイエンス拠点形成事業で行っている海洋観
測データとの組み合わせに加え，海中カメラによる養殖施設の観察，音紋による不審船の探査と通報
システムを組み合わせたシステムを開発するための研究を行った。
2. 海産無脊椎動物人工種
苗の外的コペポーダ類
殲滅システムの開発
木島　明博
沿岸生物生産システム学分
野教授
科学研究費挑戦的萌芽的研究（平成 28年度～ 29年度）の研究の一環として，2種類のマイクロナノバ
ブル発生装置を用いたコペポーダ類の殲滅実験を行った。その結果，ラバールノズルを用いた方法で
最も良好な結果を得ることができ，平成 29年度の実証試験につなげることができた。
3.東北マリンサイエンス
拠点形成事業（海洋生
態系の調査研究）
木島　明博
沿岸生物生産システム学分
野教授
文部科学省補助金プロジェクト「東北マリンサイエンス拠点形成事業（海洋生態系の調査研究）」の一
環で女川 FCで実施する調査・実験研究の統括を行った。
4.栽培漁業対象種（ヒラ
メ，マナマコ，エゾア
ワビ）における遺伝的
多様性調査
池田　　実
沿岸生物生産システム学分
野准教授
栽培漁業対象種であるヒラメ，マナマコ，エゾアワビの人工種苗について，DNA血縁鑑定を含めた遺
伝的多様性解析を行い，その健苗性や野生集団に与える遺伝的インパクトについて評価した。
5.閖上アカガイの遺伝的
特性の評価
池田　　実
沿岸生物生産システム学分
野准教授
ブランンド化されつつある閖上産アカガイについて，遺伝的ならびに形態的な特性を他地域産アカガ
イとの比較のもとに評価し，ブランディングサポートが可能なことを示した。
6.マコガレイとマガレイ
の集団構造の検討と資
源管理方策への提言
池田　　実
沿岸生物生産システム学分
野准教授
沿岸漁業の重要種であるマコガレイとマガレイの集団構造について DNAマーカーにより検討し，各種
の管理単位を明らかにできた。
7.網羅的サンプリングに
よる淡水エビ類の系統
地理
池田　　実
沿岸生物生産システム学分
野准教授
種複合体であることが予測されている淡水エビのグループについて，網羅的なサンプリングと DNA分
析により，2つの種の存在と各種の集団構造を明らかにした。
8.二枚貝類の産卵実験に
ついて
栗田　喜久
沿岸生物生産システム学分
野助教
女川沿岸域の二枚貝類を採集し，産卵実験に利用した。
9.二枚貝類の DNA抽出方
法について
栗田　喜久
沿岸生物生産システム学分
野助教
二枚貝類の新しい DNA抽出手法について開発を行った。
10. 雄勝湾の餌料環境モニ
タリングによる養殖ホ
タテガイの環境収容量
の評価
尾定　　誠
水圏動物生理学分野教授
雄勝湾の餌料環境のリモートセンシングを利用した評価システムの検討とホタテガイ成育状況のモニ
タリングによる養殖ホタテガイの湾内における適性収容量を評価した。
11. 養殖二枚貝類の性分化・
性成熟機構の解明と性
統御と人工催熟への応
用
尾定　　誠
水圏動物生理学分野教授
種々の二枚貝の性分化と性成熟における GnRHペプチドの影響を検討し，性と性成熟の人為的な操作
を検討した。
12. 養殖二枚貝類の産卵調
節機構の解明と人工産
卵への応用
尾定　　誠
水圏動物生理学分野教授
種々の二枚貝の産卵調節に関わる神経ホルモンを応用した産卵誘発手法の開発・検証を行った。
13. 養殖二枚貝類幼生の着
底変態に関わる神経支
配メカニズムの解明と
その誘導
尾定　　誠
水圏動物生理学分野教授
種々の二枚貝類の着底・変態期に共通して発現する神経ホルモンと遺伝子を精査し，着底・変態の誘
導に応用できる因子の探索を行った。
表 1-2-1　平成 29年度　附属複合生態フィールド教育研究センター　複合水域生産システム部利用研究実績
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研　究　課　題 研　究　者（代表） 概　　　　　　　　　　要
14. マアナゴの摂餌選択性
の解明
片山　知史
水産資源生態学分野教授
女川湾において，筒を用いてマアナゴの漁獲試験を実施し，マアナゴにとって嗜好性を解析した。マ
イワシ，サンマに比べて，スルメイカに対する高い嗜好性を示した。水産加工品を餌料とした漁獲は
無かった。
15. 宮城県女川湾奥部の底
生魚類相およびベント
ス相
片山　知史
水産資源生態学分野教授
女川湾において，刺網，筒およびカゴを用いて底魚を採集し，大津波後の魚類相を把握した。2017年
もエゾイソアイナメおよびアイナメを中心とした魚類相，エゾイソアイナメを中心としたベントス相
であり，大津波以前との明瞭は差異はみられなかった。
16. 女川湾のマクロベント
ス群集の動態
大越　和加
生物海洋学分野准教授
女川湾湾奥のマクロベントス群集と環境データを解析することで女川湾の海底環境の変化について議
論した。
17. 女川湾のマガキに生息
する環形動物スピオ科
の生物学的特性
大越　和加
生物海洋学分野准教授
女川湾に生息する天然，養殖マガキをホストとする環形動物門スピオ科の多毛類について生物学的特
性を検討した。
18. 潮間帯岩礁域生物群集
のモニタリング調査
青木　優和
水圏植物生態学分野准教授
東北マリンサイエンス拠点形成事業の一環として，女川湾内の 3地点において，潮間帯岩礁域の生物
群集についての定期調査を実施した。
19. 潮間帯岩礁域生物の観
察会
青木　優和
水圏植物生態学分野准教授
水産無脊椎動物研究所の自然観察会において，一般参加者を対象に潮間帯岩礁域における生物の観察
指導を行った。
20. 潮下帯岩礁域生物群集
のモニタリング調査
青木　優和
水圏植物生態学分野准教授
環境省の東北沿岸藻場定期調査の一環として，ライントランセクトにより，潮下帯岩礁域生物群集の
モニタリング調査を実施した。
21. ウニ 2種とマナマコの
陸上混合養殖試験 
原　　素之
東北大学マリンサイエンス
復興支援室教授
東北マリンサイエンス拠点形成事業における漁業復興支援の一環として，宮城県内での養殖対象品目
の拡大を検討している。その有力対象品目候補として，キタムラサキウニ，エゾバフンウニとマナマ
コの混合飼育について長期間にわたり飼育データを修得するために施設を利用している。
22. 環境収容力試算のため
の養殖マガキ飼育試験
原　　素之
東北大学マリンサイエンス
復興支援室教授
マリンサイエンス事業における漁業復興支援の一環として，環境収容力試算のための養殖カキの飼育
試験を行っている。それらの養殖試験カキの成長等データを得るため，定期的な測定時に同センター
の施設を利用している。
23. 女川湾における養殖生
産物と海域環境に関す
る調査
金子　健司
東北マリンサイエンス復興
支援室准教授
女川湾において環境と養殖物の成長との関係を明らかにし，効率的な養殖手法を考案することを目的
としている。調査の結果，女川湾内の地点の違いよりも水深による違いにより，養殖物の成長が大き
く異なることがわかった。今後は水深による成長の違いはどのような環境に起因するのか調べる必要
がある。
24. 女川湾における調査
データの統合的解析と
ハビタットマップの作
成および生態系モデル
の構築に関する解析
藤井　豊展
東北マリンサイエンス復興
支援室准教授
・ 定期調査による女川湾全域における水底質・浮遊生物の定期的なモニタリング実施，加えて，2012
年度より継続して回収されたデータの整理・統合・解析。
・ 女川湾養殖物調査（マガキ・ホタテ貝・マボヤ）による現場環境観測データと養殖生物データ（成長・
付着生物等）の収集。
・ 水中カメラを用いた女川湾における養殖筏の物理的な存在が周辺環境に与える影響の有無の調査を
実施。
・ 宮城県と東北電力が発行する女川原発温排水調査結果を用い，1990-2015年度の物理データ（水質・
底質・気象）及び生物データ（刺網漁獲）の時空間変動の模様を解析。
・ 多方面の専門家を委員として構成された女川湾調査研究検討会を通じ，女川湾ハビタットマップの
作成と生態系モデルの構築のための協議を実施。
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研　究　課　題 研　究　者（代表） 概　　　　　　　　　　要
25. 女川湾における海底地
形学的研究
坂本　　泉
東海大学海洋学部海洋地球
科学科准教授
女川湾における 3.11震災後の海底地形特徴を捉える。地形データは，ハビダットマッピングにおける
基礎情報となる。
26. 女川湾における底質環
境変動
坂本　　泉
東海大学海洋学部海洋地球
科学科准教授
女川湾における 3.11震災後の海底底質状況を把握する。特に砂質物質の湾内外における移動を把握し，
今後の底質編かを予測する。
27. ホヤ類，魚類を用いた
鞭毛・繊毛運動制御機構
の研究
稲葉　一男
筑波大学下田臨海実験セン
ター教授
精子鞭毛や鰓繊毛の分子構築と運動調節機構を明らかにするために，女川湾のカタユウレイボヤや女
川近海で採集された魚類を用いて，カルシウムセンサーや新規光受容性タンパク質，精子特異的なカー
ボニックアンヒドラーゼなど，運動調節に関わるシグナル分子の同定およびそれらの作用機序解明を
行う。
28. ギンザケ養殖施設の底
質調査
北里　　洋
東京海洋大学教授
女川町，尾浦でのギンザケ養殖生簀施設近辺の底質調査。
29. 東北マリンサイエンス
拠点形成事業における
社会科学情報収集
大木　優利
東京海洋大学博士研究員
漁業復興はどのような形，方法で行われることが最適なのか，聞き取り調査を行いながら考察し，実
践した。
30. 女川常設自営無線シス
テムを活用した密漁防
止システムの開発
西村　竜一
国立研究開発法人情報通信
研究機構 耐災害 ICT研究
センター
情報通信研究機構が研究開発した NerveNetによる女川常設の地域無線 ICT基盤と東北大学女川フィー
ルドセンターとを有機的に連結し，密漁目的の不審船対策に向けた水中音の常時収集，並びに，機械
学習による船舶通過の自動判別の実現可能性を評価した。
31. 女川常設自営無線シス
テムを活用した漁業・
養殖業の高度化の研究
天間　克宏
国立研究開発法人情報通信
研究機構 耐災害 ICT研究
センター
情報通信研究機構が研究開発した NerveNetによる女川常設の地域無線 ICT基盤と東北大学女川フィー
ルドセンターとを有機的に連結し，養殖筏の海域における海洋センサーの地域無線を活用したデータ
収集の可能性を検討した。
32. 女川常設自営無線シス
テムを活用した漁業・
養殖業の高度化の研究
服部　聖彦
埼玉工業大学
東北大学女川フィールドセンターに蓄積された養殖に係る知見を参考に，養殖筏の海中における画像
の取得と取得画像データの無線による伝送を可能とするシステムの設計及び製作を行った。
33. マボヤの胚発生におけ
る動植軸・左右軸の決
定機構
西田　宏記
大阪大学大学院理学研究科
教授
マボヤを産卵させ，胚発生の研究を行った。特に動植軸・左右軸の決定機構に注目し細胞生物学的，
分子生物学的にそのしくみを解析した。
34. 神経胚回転によるマボ
ヤ幼生の左右非対称性
の確立メカニズムの解
明
西出　和彦
仁愛大学准教授
マボヤの初期発生過程の観察環境を整えるため，実験室内において約 40個体のマボヤを飼育できる設
備を整えた。また，採卵，採精を効率よく行うための個別飼育方法を確立した。
35. マボヤ神経の発生メカ
ニズムに関する研究
大塚　幸雄
産業技術総合研究所主任研
究員
本研究では牡鹿半島産のマボヤを用いて，外胚葉から神経が分化する仕組みを細胞・分子レベルで明
らかにすることを目指している。本年度は Nodalシグナルが活性化している細胞を同定することに成
功した。
36. ナマコの生態解明と放
流効果推定およびホシ
ガレイ放流魚の再生産
効果の把握
松本　尚之
長崎県総合水産試験場
漁業資源部　栽培漁業科
主任研究員
DNA分析による親子判別技術を導入し，ナマコの放流技術開発とホシガレイ放流魚の再生産効果を推
定して，種苗放流と資源管理を組み合わせた効果的な資源増殖手法を検討する。
37. ヒラメの親魚，種苗，
漁獲物の遺伝的関係に
関する調査
相川　英明
神奈川県水産技術センター
栽培推進部　主任研究員
飼育試験による天然魚同士および天然魚と放流魚の F1個体の生残率等の表現型の比較。
天然魚同士の F1個体および天然魚と放流魚の F1個体を用いて混合飼育試験を 3回実施した。約 2ヶ
月の飼育期間終了後，生残魚の由来を DNA分析により判別した。1～ 3回目を通して生残率および平
均全長を比較すると，両者には有意差は認められなかったことから，雄の場合，親魚としての再生産
能力は放流魚と天然魚には差がないものと考えられた。
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【翠皓　運航業務】
1.MS広報活動 平成 29年 4月 15日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
2.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 4月 21日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
3.MS広報活動 平成 29年 4月 22日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
4.MS広報活動 平成 29年 5月 13日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
5.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 15日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
6.MS広報活動 平成 29年 5月 20日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
7.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 6月 21日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
8.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 19日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
9.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 22日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
10.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 20日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
11.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 25日 女川湾採泥調査　東海大学
12.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 26日 女川湾採泥調査　東海大学
13.翠皓ドック（上架） 平成 29年 9月 27日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
14.翠皓ドック（下架） 平成 29年 10月 16日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
15.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 10月 18日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）（アシュラ採泥数か所）
16.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 14日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
17.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 15日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
18.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 1月 12日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
19.翠皓定期検査ドック（上架） 平成 30年 1月 30日 船舶定期検査ドック整備のため，女川より石巻まで回航処置
20.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 ※船舶定期検査ドック整備中により傭船にて定点観測実施
21.翠皓定期検査ドック（下架） 平成 30年 3月 7日 船舶定期検査ドック整備完了により，石巻より女川まで回航処置
22.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 15日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
【海生　運航業務】
1.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 4月 5日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
2.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 4月 6日 MS調査　女川湾におけるプランクトン・ベントスの採集と環境データ測定
3.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 4月 14日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
4.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 4月 24日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
表 1-2-2　平成 29年度　　附属複合生態フィールド教育研究センター　複合水域生産システム部　船舶運航関連業務内容一覧
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業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
5.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 9日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
6.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 5月 10日 MS女川湾における生物群集の変動他
7.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 11日 MSの計測機器見学
8.MS調査　水圏植物生態学分野 平成 29年 5月 16日 MS女川湾内潮間帯岩礁域の生物相調査
9.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 5月 19日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
10.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 23日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
11.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 5月 30日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
12.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 5月 31日 MS垂下養殖ホタテガイの回収と再設置
13.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 6月 7日 MS垂下養殖ホタテガイの回収と再設置
14.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 6月 8日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
15.MS調査　水圏植物生態学分野 平成 29年 6月 12日 MS女川潮間帯生物調査
16.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 6月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
17.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 14日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
18.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 6月 27日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
19.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 27日 MS採水・プランクトン採集
20.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 28日 MS採水・プランクトン採集
21.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 6月 29日 MS採水・プランクトン採集
22.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 7月 6日 MS女川湾ｓｔ 1での生物採集
23.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 6日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
24.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 7日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
25.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
26.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 14日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
27.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 7月 20日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
28.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 7月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
29.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 1日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
30.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 8月 7日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
31.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 7日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
32.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 8月 10日 MS小乗浜養殖筏にて水中カメラのテスト
33.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 8月 18日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
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34.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 8月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
35.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 8月 31日 MS調査　st.1（多項目水質計）
36.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 4日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
37.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 9月 5日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
38.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 11日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
39.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 9月 13日 MS調査　st.1（多項目水質計）
40.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 9月 14日 MSホタテガイの性分化過程を解析するため，ホタテガイの垂下を行う
41.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 9月 19日 女川湾 st1における生物採集
42.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 9月 22日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
43.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 9月 29日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
44.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 10月 5日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
45.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 10月 6日 垂下ホタテガイの回収と再設置
46.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 10月 10日 MS調査　st.1（多項目水質計）
47.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 10月 17日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
48.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 10月 19日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
49.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 10月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
50.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 11月 2日 MS調査　st.1（多項目水質計）
51.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 7日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
52.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 11月 10日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
53.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
54.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 11月 15日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
55.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
56.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 11月 29日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
57.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 6日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
58.MS調査　生物海洋学分野 平成 29年 12月 7日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
59.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 12日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
60.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 15日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
61.MS調査　水圏動物生理学分野 平成 29年 12月 18日 垂下ホタテガイの性分化過程を解析するためホタテガイの垂下を行う
62.MS調査　附属フィールドセンター 平成 29年 12月 19日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
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63.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
64.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 29年 12月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
65.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 1月 5日 MS調査　st.1（多項目水質計）
66.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 11日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
67.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 17日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
68.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 17日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを設置するために使用する
69.MS調査　生物海洋学分野 平成 30年 1月 19日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
70.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 1月 22日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
71.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 24日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを回収するために使用する
72.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 1月 29日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
73.MS調査　生物海洋学分野 平成 30年 2月 8日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
74.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 13日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
75.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 13日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを設置するために使用する
76.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 2月 14日 MS調査　雄勝湾調査（多項目水質計）
77.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 21日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
78.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 21日 MSに関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを回収するために使用する
79.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 2月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
80.附属フィールドセンター 平成 30年 2月 26日 海生上架（船外機新替他）
81.附属フィールドセンター 平成 30年 2月 28日 海生下架（船外機試運転）
82.MS調査　生物海洋学分野 平成 30年 3月 8日 MS女川湾湾奥部での生物環境データの採集
83.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 15日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
84.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 19日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
85.MS調査　附属フィールドセンター 平成 30年 3月 20日 MS雄勝湾調査（多項目水質計）
86.MS調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30年 3月 26日 MSに関連した養殖環境調査に使用するため
87.MS調査　女川湾 st.1定期調査 通年週 / 1回観測（平時） 女川湾 st.1（多項目水質計）
88.MS調査　小乗浜防波堤水温測定 毎日観測（休祝日除く平時） 小乗浜南防波堤　徒歩もしくは海生使用（多項目水質計）
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1. 教育
陸圏環境コミュニケーション論 盛田　清秀
米澤　千夏
全体の調整をおこなった。5月 26日に学部１年生を川渡フィールドセンターへ引率した。6月 16
日の教室講義を担当した。
農学と社会・環境 盛田　清秀
米澤　千夏
大村　道明
学部 1年生を対象とした講義を分担した。
フィールド生態学入門 米澤　千夏 学部 2年生を対象とした講義を分担した。
現代における農と農学 盛田　清秀
米澤　千夏
大村　道明
学部 1年生を対象とした講義を分担した。
フィールド社会技術学演習 盛田　清秀
米澤　千夏
大村　道明
学部 3年生を対象とした演習をおこなった。
地域環境科学特論 米澤　千夏
大村　道明
大学院前期学生を対象とした講義を分担した。
科学英語購読 I, II, III, IV 大村　道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村　道明 学部 2年生を対象とした演習を分担した。
現代日本農業論 盛田　清秀 学部 3年生を対象とした講義をおこなった。
農村地域組織論 盛田　清秀 学部 3年生を対象とした講義をおこなった。
（3）複合生態フィールド制御部
複合生態フィールド制御部は，平成 22年度よりフィー
ルド社会技術学分野として，教育研究活動をおこなってい
る。雨宮キャンパスを経て，平成 28年度より，青葉山キャ
ンパスに位置する農学総合研究棟を拠点としている。
JIFS（Journal of Integrated Field Science）編集は，平成 28
年度に引き続き西脇千穂が事務補佐として担当している。
JIFSは翌年度発行予定の Vol.15より電子化を予定しており，
平成 29年度においては電子化の準備を小倉教授，米澤准
教授，および西脇事務補佐を中心におこなった。
平成 24年度から平成 27年度にかけておこなわれた総合
地球環境学研究所による地球環境学リポジトリ事業におい
て整備した複合陸域生産システム部のWebサイト上の
「フィールドセンターデータベース」について，平成 29
年度も共同利用の一環として新規データを追加した。
教育活動としては，H29年度はフィールド社会技術学分
野として，学部 4年生 3名，学部研究生 1名，博士前期課
程学生 1名，博士後期課程学生 1名，および経済コースに
おける特別演習として学部 3年生 1名が論文作成などの指
導をうけている。また，平成 26年度より，農学研究科東
北復興農学センターの授業を担当している。学部学生およ
び大学院生を対象とした授業および実習では，学部学生を
対象とした「現代日本農業論」「農村地域組織論」や，大
学院生を対象とした「フィールド社会技術学特論」「複合
生態フィールド科学専門実習」「複合生態フィールド制御
学特論」の担当などをおこなった。
表 1-3　平成 29年度複合生態フィールド制御部の利用実績
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フィールド社会技術学特論 盛田　清秀 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤　千夏 大学院前期 2学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。
複合生態フィールド科学専門実習 米澤　千夏 7月 10日（月）-14日（金）に実施された実習において，GPSの利用についての実習をおこなった。
2. 研究
世界農業類型論に関する研究 盛田　清秀 世界農業の類型的特徴の形成過程に関する歴史的・農法論的背景を整理した
東日本大震災被災地を観測した衛星デー
タの解析
米澤　千夏 東日本大震災前後の被災地を観測した各種衛星画像を収集し，被災状況などを抽出した
地球環境学リポジトリデータベースの構
築
米澤　千夏 大学間連携を通じた広域アジアにおける地球環境学リポジトリの構築 －自然と調和した社会構築
を目指す新たな知の拠点形成事業－の分担
東日本大震災からの農村復興 大村　道明 東北復興農学センター事務局
衛星データを用いた海面漁具の配置につ
いての考察
村田　裕樹 東日本大震災による津波の影響をうけた湾内に配置された海面漁具を衛星画像から抽出し経年変
化について考察した
海岸における行方不明者および遺留品捜
索のための GNSS受信機の精度評価
古屋　　聡 宮城県名取市閖上地区で実施している行方不明者捜索における GNSS受信機の位置精度について
検証した
川渡地区を観測した航空機搭載レーダ画
像の解析
古屋　　聡 川渡フィールドセンターの農地を観測した航空機搭載合成開口レーダ（PiSAR-2）画像を解析し
た
リモートセンシングによる草地モニタリ
ング
ムシエ 高分解能衛星画像による震災前後の六角牧場の変化抽出を試みた
障害者雇用の現状と課題 北本　章人 宮城県内の豆腐製造をおこなっている事業所を対象に調査をおこなった
農村地域における高齢者の就労の可能性
について
長谷川真子 東松島市を事例として調査・考察した
LiDARデータを用いた全偏波 SARから
の森林抽出   
三浦　祐未 宮城県大崎市岩出山地区の森林を対象としてレーダ画像の解析をおこなった
福島県葛尾村の震災前後の採草放牧地の
変化
成澤　朋紀 帰宅困難区域に位置する福島県葛尾村の草地の震災前後の状況について衛星画像を用いて推定した
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3．社会貢献
農林水産省優良経営体表彰事業審査委員長 盛田　清秀 農林水産省
日本農業賞中央審査委員 盛田　清秀 NHK・全国農協中央会
新たな農林水産政策を推進する実用技術
開発事業専門評価委員
盛田　清秀 社団法人農林水産技術情報協会
一般社団法人農業開発研修センター参与 盛田　清秀 一般社団法人農業開発研修センター
公益社団法人日本特産農産物協会評議員 盛田　清秀 公益社団法人日本特産農産物協会
大豆入札取引委員会委員長・大豆入札取
引監視委員会委員長
盛田　清秀 公益社団法人日本特産農産物協会
一般社団法人製粉振興会評議員 盛田　清秀 一般社団法人製粉振興会
日本農業経済学会会長 盛田　清秀 日本農業経済学会
日本農学会評議員 盛田　清秀 日本農学会
日本経済学会連合評議員 盛田　清秀 日本経済学会連合
独立行政法人農畜産業振興機構専門調査員 盛田　清秀 独立行政法人農畜産業振興機構
農業経済学事典編集委員長 盛田　清秀 日本農業経済学会・農業経済学事典編集委員会
編集担当理事 米澤　千夏 システム農学会
理事・広報委員長 米澤　千夏 日本リモートセンシング学会
客員 米澤　千夏 宇宙航空研究開発機構
復興まちづくり計画策定委員会 大村　道明 東松島市
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2. 教育関係
（1）複合陸域生産システム部
学生実習関係
複合陸域生産システム部では，農学部生物生産科学科お
よび応用生物化学科の 3年生を対象として，農場実習，生
産フィールド実習，森林生態論実習，および家畜人工授精
実習を実施しているほか，農学部 1年生を対象として陸圏
環境コミュニケーション論のフィールド講義を実施してい
る。また，農学研究科の大学院生を対象として，複合生態
フィールド科学専門実習を実施している。さらに，「フィー
ルド環境学」では他大学の学生も受け入れている。平成 2 
年度における実習実施概要は表 2-1に示したとおりである。
1）生物生産科学科・植物生命科学コースおよび資源環境
経済学コース
平成 29年度の植物生命科学コースおよび資源環境経済
学コースの生産フィールド実習（第 1回目と第 2回目）お
よび農場実習 A（第 3回目）は，水稲の栽培管理（移植実習，
除草管理実習，収穫実習，食味調査実習）および調査（苗
調査，生育中期の生育調査，収量調査）を柱にして，5月，
8 月および 9月に実施した。水稲関係調査以外では，5月
はセンターの施設および広大な圃場を観察しながら農業と
環境の関係について野外討論，8月はジャガイモの収量調
査，9月は土壌調査などを行なった。森林生態論実習は 9
月 11–13日の期間に実施された。野外での樹木の同定方法
に関する実習，森林の植生調査およびデータ解析の実習，
解析結果から森林の植生動態に関する討論が行われた。日
程と実習内容は表 2-1に示した通りである。
2）生物生産科学科・応用動物科学コース
応用動物科学コースでは，平成 29年 5月（2泊 3日），
8-9月（4泊 5日）および平成 30年 2月（2泊 3日）の三期
間において，生産フィールド実習が行われた（表 2-1）。実
施された実習の内容は，5月には草地管理と植生調査および
家畜管理実習，8-9月には家畜管理実習，家畜行動調査，農
業機械実習，バター・チーズ製造実習等および家畜体型審査
である。2月に実施された実習では，冬期における家畜飼育
管理の現場を体験させることを主たる目的とした内容とし，
牛の去勢，緬羊の削蹄などの作業が行われた。また，8-9月
と 2月の実習では，各日の夕刻に搾乳実習を行っている。
家畜人工授精実習は，8-9月の生産フィールド実習に引
き続いて 2泊 3日にて実施された。実習内容は，発情牛の
行動調査，と体器官による生殖器の観察，直腸検査，凍結
精液の取り扱い，人工授精の操作そして人工授精証明書と
受精卵移植証明書の作成要領である。
3）応用生物化学科・生物化学コース
応用生物化学科・生物化学コースの農場実習 Bは 8月 
21-25日の期間に実施された。肉牛給餌実習，樹木検索実習，
ヒツジの飼養管理に関する実習，登熟期の水稲収量予測調
査実習，土壌調査実習，バター・ジャム製造実習，草地植
生調査および動物行動調査実習について，センター内すべ
ての分野の協力のもとで行われた。日程と実習内容は表 
2-1に示した通りである。
4）応用生命化学科・生命化学コース
応用生命化学科・生命化学コースの農場実習 Cは 5月
16-18日の期間に実施された。農業と環境に関する野外
討論，バター・ジャム加工実習，水稲苗移植実習，搾乳
実習等が行なわれた。日程と実習内容は表 2-1に示した
通りである。
5）農学部 1年生
陸圏環境コミュニケーション論は農学部 1年生を対象と
して日帰り（5月 26日）で農場施設見学を中心に行なわれ
た。
6）農学研究科大学院生
複合生態フィールド科学専門実習は農学研究科大学院生を
対象として複合陸域生産システム部では 7月 10-14日の期間
に行なわれた。草地植生調査，動物行動調査実習，家畜ふん
尿処理演習，森林の植生調査およびリモートセンシング演習
がセンター内すべての分野の協力のもとで行われた。
7）大学院生・学部学生の卒論等の指導
農学部に所属する学部学生の指導としては，生物生産科
学科の植物生命科学コースに属する栽培植物環境科学と生
物共生科学，および同じく応用動物科学コースに属する陸
圏生態学と動物環境システム学（旧：資源動物群制御科学）
の計 4分野において 4年生の卒業論文指導が行なわれてい
る。また，大学院農学研究科に属する大学院学生の指導と
しては，資源生物科学専攻に属する栽培植物環境科学，動
物環境システム学と生物共生科学，応用生命科学専攻に属
する陸圏生態学の計 2専攻において修士および博士論文等
の研究指導が行なわれている
（2）複合水域生産システム部
1）学生実習関係
　　a）水圏環境コミュニケーション論実習（学部 1年生
対象）
 平成 29 年 4 月 14 日～ 15 日，21 日～ 22 日，5
月 12日～ 13日，19日～ 20日の日程で，学部 1
年生 160名が 4班に分かれ，各班 1泊 2日で計 4
回，津波で壊滅的被害を受けた女川町の復興状
況ならびに沿岸生態系を観察し，また，海洋生
物学および水産学に関する研究の面白さと重要
性，そして，これらの研究が震災復興に果たし
ている役割について，講義，視察等を通じそれ
ぞれ理解を深めた。
　　b） 複合生態フィールド科学専門実習（農学研究科大
学院生対象）
 平成 29年 7月 14日（女川での日程），農学研究
科大学院生 17名を対象として，複合陸域から複
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合水域までの専門実習の一環として，女川湾の生
物多様性調査等を行った。
　　c） 生産フィールド実習Ⅱ（学部 3年生対象）
平成 29年 6月 26日～ 30日の 4泊 5日で，海洋
生物科学系 3年生 29名を対象として，潮間帯に
おける生物群集の種多様性の定量化，種内・種間
の遺伝的多様性ならびに発生に関する分子生物学
的実験，採水とプランクトン採集を行った。
　　d） 生産フィールド実習Ⅰ（学部 2年生対象）
平成 29年 8月 21日～ 25日の 4泊 5日で，海洋
生物科学系 2年生 28名を対象として，岩礁潮間
帯における生物群集の多様性調査および海産無脊
椎動物の発生観察など行った。
　　e） 臨海実習（学部 1年生対象）
平成 29年 9月 6日～ 8日の 2泊 3日で，海洋生
物科学系 1年生 25名を対象として，潮間帯およ
びその周辺における海洋生物の多様性についての
実習を行った。
2）大学院生，学部学生の学位論文指導
沿岸生物生産システム学分野では，大学院博士課程
前期・後期の大学院生への研究指導，ならびに学部 4
年生への卒業論文指導が行われている。平成 29年度
における学生数は，博士課程後期が 2名，博士課程
前期が 1名，学部 4年生が 1名である。
3. 開放講座等
１.複合陸域生産システム部　フィールドセンター開放講座
当フィールドセンターでは，農林畜産業・生物学さら
には最新の科学技術への関心を喚起しようと，センター
で取り扱っている様々な動植物に実際に触れながら作業
体験・形態観察・簡易実験などの体験学習プログラムを
提供している。その中心的企画として東北大学フィール
ドセンター開放講座を小中学生や大人向けの講座として
実施している。そのほかに，小学校および保育園の遠足
や総合学習，視察研修の場としても体験プログラムを提
供している。平成 29年度は東北大学開放講座 2017『いの
ちのきらめき発見博士－木と暮らす　みんないっしょに
生きている－』と平日の大人向け講座として『いのちの
きらめき発見博士　ミニ講座－朝摘みブルーベリー＆
ジャム作り体験－』を 2回，PICS公開セミナー＆開放講
座として『いのちのきらめき発見博士－農薬に頼らない
で生きものを活かす農業を学ぶ－』を開催した。以下に
それらの概要を紹介する。
1）『いのちのきらめき発見博士　木と暮らす－みんな
いっしょに生きている－』
木にスポットをあて五感で体験できるプログラムを企
画した。何十年も何百年も世代を超えて人間を見守って
くれる存在である木・私たちの生活を豊かにし安心感も
与えてくれる木・そんな不思議なパワーをもつ木を通し
て木とヒトのつながりを発見してもらいたい。そんな願
いをこめた。木々が大きく空に枝を広げるその下で博士
と時間を共有し，あなたも木が大好き博士になりません
か？を趣旨に開催した。
開 催 日 時：平成 29年 7月 23日（日）
午前 10時～午後 3時半
開 放 施 設：研究棟講義室・実習室・談話室・ゼミ室・
研究棟 1階廊下・24号～ P1圃場周辺の森林
参 加 人 数：51名（初参加 12名・リピーター 39名）
参加者内訳：研未就学児：4名　小学生 21名・
中学生 2名・大学生 2名・大人 9名・
保護者 13名
＜講座内容＞
講　座 1　 木に会いに行こう（樹木観察・ブルーベリー
摘み）
講　座 2　 森のレストラン（ランチ・バター作り・セン
ター農産物試食）
 森の音楽会　演奏　東北大学農学研究科
 教授 齋藤雅典・根岸有紀
講　座 3　 講義「木からの贈り物」 
東北大学農学研究科　教授 清和研二
講　座 4　 木を感じる
1. 木にふれる：木の色々な手ざわりや音を
感じてみよう…あそぶ
2. 木になる！：目を閉じて肌と耳で自然を
感じてみよう…森ヨガ
3. 木をみる！：木や木の葉を見つめて絵を
描いてみよう…点描画
2）『いのちのきらめき発見博士　ミニ講座　朝摘みブ
ルーベリー＆ジャム作り体験』
夏の青い宝石ブルーベリーにスポットをあて「摘みと
る楽しみ」＆「味わう楽しみ」＆「作る楽しみ」を五感
で体験できるプログラムを企画しました。土の栄養と太
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陽の光をたっぷり浴び，そして何より虫たちの力を借り
て，やっと実る事が出来るブルーベリーのキセキ＝輝
石！奇跡！軌跡！を通してたくさんのいのちのきらめき
を発見しませんか？を趣旨に開催した。
開 催 日 時：平成 29年 7月 4日（火）・平成 29年 7月
12日（水）
午前 9時半～午後 2時
開放施設：ブルーベリー圃場（14品種混合）・ブルー
ベリーハウス・ルバーブ圃場・管理棟多目
的室
参 加 人 数：1回目：23名・2回目：25名
（初参加 23名・リピーター 25名）
＜講座内容＞
講　座 1　 ブルーベリー摘み採り＆ブルーベリーハウス
見学＆ルバーブ採り
講　座 2　 ブルーベリー＆ルバーブジャム＆ブルーベ
リービネガー＆ミルクジェラート作り
講　座 3　 ランチ &試食懇談
3）東北大学 PICS（コンポスト総合科学研究プロジェク
ト）公開セミナー
東北大学フィールドセンター開放講座 2017　
『いのちのきらめき発見博士－農薬に頼らないで生きも
のを活かす農業を学ぶ－』
何十年も何百年も世代を超えて日本の食を支えてくれ
ている「お米」私たちの心も体も湯気立つ艶やかなお米
を食べることでどれだけ幸せな気持ちにさせてもらって
いるのでしょうか。私たちにとって，とても大切な「お
米」ができるまでは，いろいろな生きものが活躍してい
ます。黄金の稲穂がキラキラ輝く大空の下で博士と時間
を共有し，あなたもお米と生きもの大好き博士になりま
せんか？を趣旨に開催した。
開 催 日 時： 平成 29年 9月 30日（土）
午前 10時～午後 3時半
開放施設：研究棟　講義室・実習室・水田
参 加 人 数：26名（初参加 20名・リピーター 6名）
参加者内訳：中学生 2名・高校生 8名・大学生，大人 14名
※東北大学復興農学マイスター含
＜講座内容＞
講　座 1　 お米を炊いてみよう！＆ミルクジェラートを
作ろう！
講　座 2　 田んぼの生きもの探し＆イネ刈体験　
講　座 3　 ウシさんのお話＆バター作り体験（食育）
炊いたお米＆バター＆ミルクジェラート＆セ
ンター農産物試食
講　座 4　 講義「なぜ有機栽培への転換が必要なのか？」
　　　　　東北大学農学研究科　准教授　伊藤豊彰
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4. 平成 29 年度　講演会・研修会等関係
講演会等名 開催年月日 会場 内容 参加者等
平成 29年度
全国大学附属農場協議会
春季全国協議会
H29.5.11-12 学士会館
（東京都千代田区）
1.報告事項
2.協議事項
3.承合事項
4.その他
尾定　　誠
伊藤　豊彰
第 11回
全国和牛共進会
H29.9.8 夢メッセみやぎ 和牛品評会等視察
福田　康弘
藤田　典弘
鈴木　政紀
平成 29年度
全国大学附属農場協議会
秋季全国協議会及び
教育シンポジウム
H29.9.21-22 ホテルグランデはがくれ
（佐賀県佐賀市）
1.報告事項
2.協議事項
3.承合事項
4.その他
藤田　典弘
乳用牛群検定普及定着化
事業研修会
H30.1.29 ホテル松島大観荘
（松島町）
効率的な繁殖のための移行期管理
～繁殖成績改善のための栄養管理～
伊藤　豊彰
佐藤　和也
佐々木恵理
酪農セミナー 2018 H30.2.19 江陽グランドホテル
（仙台市）
1.報告事項　
2.協議事項　
3.承合事項　
4.その他
深澤　　遊
第 15回
フィールドセンター
国際シンポジウム
H30.3.13-14 青葉山コモンズ
（新青葉山キャンパス）
“Biological Interactions for Sustainable 
Agriculture”
生物間相互作用と持続的農業
鈴木　政紀
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平成 29年度　センター主催行事・支援主要行事
センター主催行事 年月日 主な対応者等 人数 延人数
平成 28年度研究計画発表会＆播種祭 平成 29年 4月 26日
＜教育研究支援科＞
齋藤雅典　教授・渋谷　暁一・佐々木友紀・
千葉　純子・佐々木貴子
宍戸　哲郎・高橋　佳代・宇野　　亨・鈴木　政紀
94 94
東北大学川渡フィールドセンター開放講
座 2017
いのちのきらめき発見博士　ミニ講座
～朝摘みブルーベリー＆ジャム作り体験～
平成 29年 7月  4日 (1回目）
平成29年7月12日（2回目）
＜教　　員＞齋藤　雅典　教授・小倉振一郎　教授
＜技術職員＞渋谷　暁一・佐々木友紀・鈴木　和美・
　　　　　　千葉　純子・高橋　佳代・中山　拓也・
　　　　　　今野　真輔
＜事務職員＞佐々木恵理・村田　花恵
※当日対応はしていないがご協力頂いた方
　佐々木貴子
48 48
東北大学川渡フィールドセンター開放講
座 2017
いのちのきらめき発見博士　
～木と暮らす　みんないっしょに生きて
いる～
平成 29年 7月 23日
＜教　　員＞清和　研二　教授・齋藤　雅典　教授・
　　　　　　福田　康弘　助教
＜技術職員＞渋谷　暁一・千葉　　孝・佐々木友紀・
　　　　　　千葉　純子・佐々木貴子・宍戸　哲郎・
　　　　　　高橋　佳代・鈴木　政紀・今野　真輔
＜事務職員＞佐々木哲生・佐々木恵理
＜学　　生＞根岸　有紀・佐々木崇徳・渡部　智寛・
　　　　　　馮　　夢佳
＜ヨガ講師＞千葉　萌子
51 51
PICS公開セミナー
東北大学フィールドセンター開放講座 2017
いのちのきらめき発見博士
「農薬に頼らないで、生きものを活かす
農業を学ぶ」　
平成 29年 9月 30日
＜教　　員＞伊藤　豊彰　准教授
＜技術職員＞渋谷　暁一・佐々木友紀・千葉　純子・
　　　　　　佐々木貴子・宍戸　哲郎・高橋　佳代・
　　　　　　宇野　　亨・鈴木　政紀
＜事務職員＞佐々木恵理
26 26
1．センター主催行事
2．センター共催行事
センター主催行事 年月日 主な対応者等 人数 延人数
「セミナー東北の自然（春）」 平成 29年 5月 27-28日 陶山　佳久　准教授 19 38
「セミナー東北の自然（秋）」 平成 29年 10月 21-22日 小倉振一郎　教授 20 40
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ギャザリング型実習プログラム
大学名 実習名・科目名等 利用期間 人数 日数 延人数 実習対応者
東北工業大学
復興農学フィールド実習 H29.  8.  5～ H29.  8.  7
1 3 3
中井　　裕　教授
伊藤　豊彰　准教授
陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授
大村　道明　助教
宮城学院女子大学学芸学部 1 3 3
東北大学大学院理学研究科 1 3 3
東北大学大学院法学研究科 1 3 3
※東北大学農学研究科・農学部 ※ 48 ※ 3 ※ 144
東北大学大学院情報科学研究科
東北の自然（春）
森林観察・フィールド講義
H29.  5.27～ H29.  5.28
1 2 2
陶山　佳久　准教授
東北大学経済学部 2 2 4
東北大学医学部 1 2 2
東北大学海外留学生 15 2 30
東北大学理学部
東北の自然（秋）
森林観察・フィールド講義
H29.10.21～ H29.10.22
1 2 2
小倉振一郎　教授
東北大学海外留学生 19 2 38
ギャザリング型実習プログラム　合計 43 24 90
内大学院生 34 70
ギャザリング型実習プログラム宿泊者：48名　のべ 144名
3．教育関係共同利用
レディーメイド型実習プログラム
大学名 実習名・科目名等 利用期間 人数 日数 延人数 実習対応者
信州大学
フィールド環境学 H29.  9.13～ H29.  9.15
1 3 3
齋藤　雅典　教授
伊藤　豊彰　准教授
深澤　充准　教授
多田　千佳　准教授
陶山　佳久　准教授
千葉　　孝
千葉　純子
松尾　　歩
文屋　恵美
宮城大学 12 3 36
東北学院大学 1 3 3
東北芸術工科大学 1 3 3
仙台白百合学院大学 6 3 18
東北工業大学 4 3 12
関東学院大学 3 3 9
※東北大学農学部 ※ 9 ※ 3 ※ 27
東北大学 海外留学生
海外留学生共修
「フィールドで日本の食と環境を学ぶ」
H29.11.11
18 1 18 齋藤　雅典　教授
深澤　充准　教授
千葉　純子
松尾　　歩
文屋　恵美
東北大学工学部 1 1 1
東北大学農学部 4 1 4
レディーメイド型実習プログラム　合計 51 3 107
内大学院生 18 18
レディーメイド型宿泊者：37名　のべ 111名
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オーダーメイド型実習プログラム
大学名 実習名・科目名等 利用期間 人数 日数 延人数 実習対応者
日本大学工学部
人工湿地における水質浄化性能性
の向上に関する実習
H29.  4.18 1 1 1
中井　　裕　教授
陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授
九州大学大学院システム生命科学府
生物多様性評価に用いる DNA分析
法の実習
H29.  4.19～ H29.  4.22
2 4 8
陶山　佳久　准教授
宮崎大学 4 4 16
東京大学大気海洋研究所
ゲノムワイド DNA塩基配列分析法
（MIG-seq法）実習
H29.  5.29～ H29.  6.  2 1 5 5 陶山　佳久　准教授
京都大学大学院農学研究科 森林生態学特論 1 H29.  5.29～ H29.  6.  2 8 5 40 陶山　佳久　准教授
山形大学理学部・理学研究科 植物生態学実験 H29.  6.23～ H29.  6.25 16 3 48 陶山　佳久　准教授
京都大学総合人間学部
酸性土壌とそこに適応する植物に
関する調査実習
H29.  6.25～ H29.  6.26 1 2 2 陶山　佳久　准教授
日本大学工学部
人工湿地における水質浄化性能性
の向上に関する実習
H29.  7.11 1 1 1
中井　　裕　教授
陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授
東京大学大学院農学生命科学研究科
ゲノムワイド DNA塩基配列分析法
（MIG-seq法）実習
H29.  7.18～ H29.  7.19 1 2 2 陶山　佳久　准教授
東北大学大学院環境科学研究科
（留学生）
RESDプログラム
フィールド講義・実習
H29.  7.23～ H29.  7.24
8 2 16
陶山　佳久　准教授
POSTECH（韓国） 2 2 4
GIST（韓国） 2 2 4
KAIST（韓国） 1 2 2
同済大学（中国） 2 2 4
清華大学（中国） 3 2 6
北里大学獣医学部獣医学科
森林と生物多様性に関する実習 H29.  7.23
1 1 1
清和　研二　教授
東北大学理学研究科 1 1 1
大阪府立大学大学院理学系研究科
ゲノムワイド DNA塩基配列分析法
（MIG-seq法）実習
H29.  7.31～ H29.  8.  4 3 5 15 陶山　佳久　准教授
千葉大学園芸学部
ゲノムワイド DNA塩基配列分析法
（MIG-seq法）実習
H29.  9.  4～ H29  .9.  7 1 4 4 陶山　佳久　准教授
新潟大学
大尺ススキ草地における草地植生
の長期動態調査実習
H29.  9.  4～ H29.  8.  5 1 2 2 小倉振一郎　教授
早稲田大学文学学術院
共生社会論ゼミ 5
（サステナビリティーを目指して）
H29.  9.19～ H29.  9.22 14 4 56 陶山　佳久　准教授
東北大学農学研究科（海外留学生）
小型メタン発酵システムを核とした
地域コミュニティ作りを体験する実習
H30.  9.21 6 1 6 多田　千佳　准教授
仙台青葉学院短期大学　栄養学科
栄養基礎演習：食と環境に関する
実習
1.食料生産（稲・牛）
2.食品加工（バター・ジャム）
3.食育
H29.  9.25 83 1 83
齋藤　雅典　教授
千葉　　孝
千葉　純子
佐々木友紀
高橋　佳代
松尾　　歩
文屋　恵美
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注 1：人数は大学生・大学院生のみの人数であり、研究員や引率教員は含まない　　
注 2：参加機関全て記載してあるが、※印の数字（東北大学農学部・研究機関・社会人等）は合計に反映されていない。　
東北大学医学研究科（海外留学生）
農薬に頼らないで、生きものを活
かす農業を学ぶ実習
H30.  9.30 1 1 1 伊藤　豊彰　准教授
揚州大学動物科学技術学院
動物生産に関わる研究についての
実習
H29.10.  2～ H29.10.  3 3 2 6
中井　　裕　准教授
小倉振一郎　教授
多田　千佳　准教授
深澤　　充　准教授
福田　康弘　助教
秋田県立大学生物資源科学部 DNA多型解析実験実習 H29.10.  5～ H29.10.  6 1 2 2 陶山　佳久　准教授
日本大学工学部
人工湿地における水質浄化性能性
の向上に関する実習
H30.10.21 1 1 1
中井　　裕　教授
陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授
東北大学東北アジア研究センター 陸圏生態学分野との合同ゼミ H29.11.25～ H29.11.26 5 2 10 小倉振一郎　教授
北海道大学大学院 遺伝実験に関する講義・実習 H29.11.28～ H29.12.  1 2 4 8 陶山　佳久　准教授
秋田県立大学　生物資源科学部　
東北地区 5大学
「生態学」合同実習
H29.12.18～ H29.12.19
9 2 18
陶山　佳久　准教授
福島大学理工学類 6 2 12
弘前大学農学生命科学部生物学科 3 2 6
山形大学理学部・理工学研究科 2 2 4
北海道大学大学院 DNA実験講習会 H30.  1.15～ H30.  1.18 1 4 4 陶山　佳久　准教授
新潟大学教育学部 実験講習会参加のため H30.  1.17～ H30.  1.19 2 3 6 陶山　佳久　准教授
九州大学大学院システム生命科学府 遺伝実験に関する講習 H30.  1.22～ H30.  1.25 1 4 4 陶山　佳久　准教授
日本大学工学部
人工湿地における水質浄化性能性
の向上に関する実習
H30.  2.15～ H30.  2.16 7 2 14
中井　　裕　教授
陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授
東北大学環境科学研究科
小型メタン発酵システムを核とし
た地域コミュニティ作りを体験す
る実習
H30.  3.21～ 7 1 7 多田　千佳　准教授
オーダーメイド型実習プログラム　合計 214 92 430
内大学院生 75 　 189
オーダーメイド型実習プログラム宿泊者：   90名　のべ 268名
全実習プログラム宿泊者：129名　のべ 383名
3プログラム合計　実数 308名　のべ 627名
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5. 平成 29 年度の主な来訪者等
　複合陸域生産システム部（共同研究・視察見学研修・体験学習・共同利用実習など）
団　体　等　名 年月日 主な対応者 人数 延人数
日本大学工学部 H29.  4.18～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
九州大学大学院　理学研究院 H29.  4.19～ H29.  4.22 陶山　佳久准教授 3 12
宮崎大学 H29.  4.19～ H29.  4.22 陶山　佳久准教授 1 4
遺伝子組換実験圃場説明会および見学会 H29.  4.29 牧野　　周　教授　他 9 9
森林総合研究所 H29.  5.2～ 齋藤　雅典　教授 3 3
日本大学工学部 H29.  5.16～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳　准教授　　　　　
1 1
森林総合研究所樹木分子遺伝研究領域 H29.  5.18～ H29.  5.19 陶山　佳久准教授 3 6
北海道大学苫小牧研究林 H29.  5.18～ H29.  5.19 陶山　佳久准教授 1 2
東京大学大気海洋研究所 H29.  5.29～ H29.  6.  2 陶山　佳久准教授 1 5
京都大学大学院　農学研究科 H29.  5.29～ H29.  6.  2 陶山　佳久准教授 1 5
石川県立大学 H29.  6.  2～ H29.  6.  3 福田　康弘　助教 1 2
Data fm　エフエム仙台　「forever green project」 H29.  6.  3 陶山佳久准教授 19 19
日本大学工学部 H29.  6.13～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
山形大学　理学部 H29.  6.23～ H29.  6.25 陶山　佳久准教授 1 3
京都大学大学院人間・環境学研究科 H29.  6.25～ H29.  6.26 陶山　佳久准教授 1 2
首都大学東京・都市環境学部 H29.  6.25～ H29.  6.26 陶山　佳久准教授 1 2
宮城県仙台向山高等学校　理数科 1学年 H29.  6.26～ 伊藤　豊彰准教授 43 43
大崎市立鬼首小学校　1-4年 H29.  6.29～ 千葉　　孝・佐々木友紀・千葉　純子 15 15
大崎市産業政策課自然共生推進係 H29.  7.  1～ 伊藤　豊彰准教授 75 75
日本有機資源協会 H29.  7.  6 多田千佳准教授 1 1
日本大学工学部 H29.  7.11 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授　　　　　
1 1
東京大学大学院農学生命科学研究科 H29.  7.18～ H29.  7.19 陶山　佳久准教授 2 4
国立環境研究所　生物・生態系環境研究センター H29.  7.18～ H29.  7.19 陶山　佳久准教授 2 4
福島大学農学系教育研究組織設置準備室 H30.  7.21 齋藤　雅典　教授 1 1
大阪府立大学大学院　理学系研究科生物科 H29.  7.31～ H30.  8.  4 陶山　佳久准教授 1 5
大崎市市民協働水深環境保全課　環境教育事業
「エコキッズ」
H29.  7.31～ 多田　千佳准教授
千葉　　孝・佐々木友紀・千葉　純子
30 30
日本大学工学部 H29.  8.  2 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
加美町中新田小学校 H29.  8.  3 佐々木友紀・千葉　純子 3 3
日本有機資源協会 H29.  8.  7 多田　千佳准教授 1 1
秋田大学 H29.  8.10 陶山　佳久准教授 1 1
宮城県庁　畜産科 H30.  8.18 千葉　　孝 1 1
千葉大学大学院　園芸学研究科 H29.  9.  4～ H29.  9.  7 陶山　佳久准教授 1 4
新潟大学 H29.  9.  4～ H29.  9.  5 小倉振一郎　教授 1 2
農研機構 H29.  9.  4～ H29.  9.  5 小倉振一郎　教授 1 2
日本大学工学部 H29.  9.  7 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
日本有機資源協会 H29.  9.  7 多田　千佳准教授 1 1
新潟大学理学部 H29.  9.  7～ H29.  9.  9 陶山　佳久准教授 1 3
秋田中央高校 H29.  9.11 中井　　裕　教授 11 11
関東学院大学 H29.  9.13～ H29.  9.15 伊藤　豊彰准教授 1 3
新潟明訓高等学校 H29.  9.16～ H29.  9.18 陶山　佳久准教授 4 12
日本有機資源協会 H29.  9.19 多田　千佳准教授 1 1
早稲田大学文学学術院 H29.  9.19～ H29.  9.22 陶山　佳久准教授 1 4
東海村役場 H29.  9.19 多田　千佳准教授 3 3
日本有機資源協会 H29.  9.20 多田　千佳准教授 1 1
ハイポネックスジャパン（株） H29.  9.22 齋藤　雅典　教授 4 4
宮城県古川工業高等学校 H29.  9.22 福田　康弘　助教 4 4
仙台青葉学院短期大学　栄養学科 H29.  9.25～ 齋藤　雅典　教授 5 5
宮城県林業技術総合センター H29.  9.27 齋藤　雅典　教授 2 2
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団　体　等　名 年月日 主な対応者 人数 延人数
宮城県北部地方振興事務所 H29.  9.28 千葉　　孝 1 1
宮城県古川黎明高等学校 H29.10.  3～ 多田　千佳准教授 17 17
鳴子保育園・虹の精保育園園長 H29.10.  3～ 多田　千佳准教授・千葉　純子 2 2
宮城県林業技術総合センター H30.10.12～ H30.10.13 齋藤　雅典　教授 6 6
日本大学　文理学部 H30.10.17～ H30.10.18 陶山　佳久准教授 1 2
日本大学工学部 H30.10.21 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
大崎市立川渡小学校 H30.10.24 佐々木友紀・千葉　純子 11 11
加美町立中新田小学校　1年生 H29.10.25～ 千葉　　孝・佐々木友紀・千葉　純子・
宍戸　哲郎・高橋　佳代
89 89
JSPS宮城研修会 H30.10.27～ 清和　研二　教授・佐々木友紀・
千葉　純子
24 24
宮城県林業技術総合センター H30.11.  1 齋藤　雅典　教授 2 2
一般社団法人　日本有機資源協会 H30.11.  2 多田　千佳准教授 1 1
宮城県林業技術総合センター H29.11.  6 齋藤　雅典　教授 3 3
大崎市立川渡小学校　全校生徒 H29.11.  7～ 齋藤　雅典　教授・渋谷　暁一・
千葉　　孝・佐々木友紀・千葉　純子・
佐々木貴子・宍戸　哲郎・高橋　佳代・
鈴木　政紀
125 125
東北農政局 H30.11.  9 千葉　　孝 3 3
大崎市鳴子保育園 H30.11.14 佐々木友紀・千葉　純子 4 4
南三陸農業委員会 H29.11.21～ 小倉振一郎　教授 17 17
日本大学工学部 H29.11.23 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
北海道大学 H29.11.28～ H29.12.  1 陶山　佳久准教授 1 4
宮城県林業技術総合センター H30.11.30 齋藤　雅典　教授 3 3
日本大学工学部 H29.12.16 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
秋田県立大学　生物資源科学部　 H29.12.18～ H29.12.19 陶山　佳久准教授 1 2
福島大学理工学類 H29.12.18～ H29.12.19 陶山　佳久准教授 1 2
弘前大学農学生命科学部生物学科 H29.12.18～ H29.12.19 陶山　佳久准教授 1 2
福島大学 H29.12.18 齋藤　雅典　教授 1 1
横浜国立大学 H29.12.18 齋藤　雅典　教授 1 1
宮城県林業技術総合センター H29.12.20 齋藤　雅典　教授 3 3
福島県磐城農業高等学校 H29.12.22 多田　千佳准教授 2 2
環境管理支援機構 H29.12.25 齋藤　雅典　教授 2 2
名古屋大学全学技術センター H30.  1.12 渋谷　暁一・佐々木事務長補佐・
佐々木友紀
1 1
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園 H30.  1.15～ H30.  1.18 陶山　佳久准教授 1 4
日本大学工学部 H30.  1.17～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
1 1
新潟大学教育学部 H30.  1.17～ 陶山　佳久准教授 1 3
環境管理支援機構 H30.  1.24～ 齋藤　雅典　教授 3 3
宮城県林業技術総合センター H30.  2.  1～ H30.  2.  6 齋藤　雅典　教授 4 4
日本大学工学部 H30.  2.15～ H30.  2.16 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
3 6
中国揚州大学 H30.  3.  1～ 小倉振一郎　教授 4 4
環境管理センター H30.  3.22～ 齋藤　雅典　教授 2 2
宮城県林業技術総合センター H30.  3.23～ 齋藤　雅典　教授 2 2
日本大学工学部 H30.  3.24～ 中井　　裕　教授・陶山　佳久准教授・
多田　千佳准教授
4 4
宮城県古川工業高校 H30.  3.28 福田　康弘　助教 1 1
東北大学（学部実習生は含まない） 140 211
一般市民（個人） 12 12
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表 6-1　水稲の圃場別作付状況と移植日，出穂日，刈取り日及び収量（平成 29年度）
圃場 面積 （a） 品種名
移植日
（月 /日）
出穂日
（月 /日）
刈取日
（月 /日）
収量（kg/10a）
備考
玄米 屑米
1号 -② 23.5
ひとめぼれ
5/18 8/2 10/6 453.4 33.3
減々栽培
1号 -③ 25.8 5/18 8/2 10/6 470.5 34.2
1号 -④ 22.0 5/17 8/3 10/5 463.9 33.9
1号 -⑤ 17.0 5/17 8/3 10/5 472.9 34.5
3号 -① 41.0 5/19 8/4 10/10 447.4 41.7
3号 -② 38.6 5/16 8/4 10/12 528.3 52.3
3号 -③ 39.2 5/19 8/4 10/12 412.9 45.2
4開 -② 18.6 5/9 7/31 10/2 395.3 23.5
4開 -④ 24.3 5/9 8/1 10/2 450.2 27.0
4号 -④ 33.9 5/11 8/2 10/3 419.0 38.2
4号 -⑤ 31.2 5/11 8/2 10/3 388.1 30.4
4号 -⑥ 23.0 5/11 7/31 10/4 369.5 27.9
4号 -⑦ 22.5 5/11 8/2 10/4 438.6 32.8
4号 -⑧ 20.2 5/16 8/4 10/6 506.6 41.8
4号 -⑪ 9.2 5/16 8/4 10/10 522.1 34.5
小計 390.0 446.1 36.9
4開 -① 13.5
ひとめぼれ
5/24 8/11 10/18 284.4 21.3
有機栽培
4開 -③
6.7 5/24 8/11 10/18 280.6 20.1
7.2 5/24 8/11 10/18 324.7 20.1
4号 -① 10.2 5/23 8/10 10/17 313.3 17.4
4号 -② 10.6 5/23 8/10 10/17 258.3 13.5
4号 -③ 12.2 5/23 8/10 10/17 262.4 14.3
小計 60.4 284.6 17.6
4開 -③ 8.3
ひとめぼれ
5/24 8/8 10/18 419.6 25.2
慣行栽培
4号 -① 9.8 5/23 8/8 10/16 480.2 35.3
4号 -② 10.4 5/23 8/8 10/16 512.5 37.2
4号 -③ 9.1 5/23 8/8 10/16 536.6 41.4
小計 37.6 489.4 35.1
4号 -⑨ 17.7
蔵の華
5/16 8/2 9/27 499.6 59.5
減々栽培，酒造米
4号 -⑩ 16.2 5/16 8/2 9/27 505.5 60.0
小計 33.9 502.4 59.7
4開 -⑤ 29.8
ゆきむすび
5/9 7/27 9/15 394.4 18.1 減々栽培，
低アミロース米
4開 -⑥ 25.3 5/9 7/27 9/15 333.4 15.4
小計 55.1 366.4 16.8
合計 577.0 427.7 34.2
6. 農産関係
平成 29年度の水稲，畑作物の作付け状況，収量概要は
次のとおりである。
1）水稲（表 6-1,6-2,6-3, 図 6-1)
水田面積 6.68haのうち，0.6haは放牧地利用，0.31haは
温水池利用で，実質的な水稲作付面積は 5.77haであった。
品種別の作付面積は，「ひとめぼれ」（中生品種）4.88ha，「ゆ
きむすび」（早生品種，低アミロース米）0.551ha，「蔵の華」
（中生品種，酒造米）0.339haを作付けした。また栽培別
の作付面積は，減農薬・減化学肥料栽培（減々栽培）4.79ha，
有機栽培 0.604ha，慣行栽培 0.376haであった。
今年度は，試験で有機栽培水田 0.274ha，慣行栽培水田
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0.083ha，減々栽培水田 2.908haを使用した。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 4月 3
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4月 10，
14，18日，「ひとめぼれ」（有機栽培，慣行栽培（マット苗））
を 4月 18日，「ゆきむすび」，「蔵の華」（マット苗）を 4
月 14日にそれぞれ行い，加温出芽させた後に育苗ハウス
内にて，プール育苗方式を用いて育苗を行った。4月 10，
11，17日にコンポストを 1t / 10a散布した。田植えは 5月
9日から開始して 5月 24日に終了した。出穂期は「ひとめ
ぼれ」（減々栽培）が 7月 31日～ 8月 4日，「ひとめぼれ」
（慣行栽培）が 8月 8日，「ひとめぼれ」（有機栽培）が 8
月 10日～ 8月 11日，「ゆきむすび」が 7月 27日，「蔵の華」
が 8月 2日であった。収穫は 9月 15日から開始して 10月
18日に終了した。
今年度の 10a当りの収量は，「ひとめぼれ」減々栽培
446.1kg，有機栽培 284.6kg，慣行栽培 489.4kg，「ゆきむすび」
366.4kg，「蔵の華」502.4kgであり，全体の平均収量は
427.7kg（平年収量 ＊471.3kg）であった。
＊平年収量は平成 19年から平成 28年までの平均収量
2）畑作および果樹（表 6-2,6-3, 図 6-1）
（1） バレイショ
3号圃場にて 4月 24日に殺虫剤散布，施肥，耕起を行っ
た。栽培面積は 19aで，4月 25日に男爵および実習用とし
てピルカ，メークイン，シンシア，とうやを植え付けした。
その後は病害虫の防除に努め，生育も順調に進んだ。8月
3日に全体作業で収穫を行った。収穫後の腐敗もほぼなく，
総収量は粗重量で 5563.5kg（2928kg / 10a）で平年を上回る
反収となった。
（2） 根菜類（ニンジン・ゴボウ）
3号圃場にて 5月 23日にプラウ耕，5月 24日に石灰散布，
耕起，5月 31日肥料散布，混和，6月 12日に畝立てを行っ
た。面積は各 7.5aで 6月 13日にゴボウ（滝野川），ニンジ
ン（真正国分鮮紅大長）を播種した。その後は，除草，間
引き，追肥，培土などの管理作業や病害虫防除に努めた。
収穫はゴボウを 11月 2日，ニンジンを 11月 10日にそれ
ぞれ行った。
収量はニンジンが 2074.7kgで，そのうち売払いは
1384kgであった。ゴボウは 626.3kgで，そのうち売払いは
488kgであった。ニンジン，ゴボウともに平年を上回る反
収となった。
（3） 根菜類（ナガイモ類）
3号圃場にて 5月 1日～ 15日まで下穴堀作業，5月 24
日に石灰散布，耕起，5月 29日から 6月 5日にかけて畝立
て，肥料散布，混和，支柱立て，ネット張りを行った。6
月 6日にナガイモ 11.4a（品種名：トロフィー 1066・ねば
り芋），姫神芋 0.6aを定植した。その後は，除草，つるかけ，
追肥などの管理作業や病害虫防除に努めた。11月 29日～
12月 6日にかけて収穫を行った。総収量はナガイモ（トロ
フィー 1066・ねばり芋）が 2206.5kg（1935.5kg / 10a），姫
神芋が 64.2kg（1070kg / 10a）であった。9月の台風により
支柱が曲がったり，ネットやつるが切断されるなどの被害
により収量に影響が出た。そのため反収が平年を下回った。
また今年度から，種子用ナガイモの栽培をやめることに
した。理由としては，褐色腐敗病等の病気の増加によって，
種子利用できる本数が年々減少してきたためである。
（4） ウメ
平成 29年 2月上旬より剪定作業を開始し，剪定作業後
にコンポスト（1t / 10a）を梅木の間に散布した。コンポス
トは当センターで生産されたものを使用した。
梅の開花始めは 4月 10日頃，満開は 4月 17日頃であった。
5月 31日に梅木下の除草作業を行い，6月 29日に収穫・
調整作業を行った。
収穫した総量は 244㎏あり，そのうち 169㎏を売り払い
し，廃棄は 75㎏であった。
（5） ルバーブ
平成 29年 3月 29日に，化成肥料（N : P2O5 : K2O＝ 14 
: 10 : 13）を施肥（N＝ 15g /株）し，その後収穫時まで株
の育成のため花芽を随時切り取る作業を行った。
5月 30日に収穫，調整作業を行い，総収穫量は 135㎏で，
ジャム用 96kg（冷凍保存），生売り 31kg，廃棄 8㎏の内訳
であった。
栽培管理として除草作業（6月中旬，10月中旬），10月
下旬に藁マルチによる防草作業を行った。また，冬期間を
中心にジャムを製造し，817個（前年度繰越分含む）を販
売した。
（6） ブルーベリー
ブルーベリーの開花初めは 5月 3日頃であり，例年より
表 6-2　平成 29年度水稲及び畑作物の 10a当たり収量
作　　　目
平成 29度収量 平年収量
（kg / 10a） 指数（%） （kg / 10a）
水　　　　　 稲 427.7 90.7 471.3
バ レ イ シ ョ 2928 154.4 1895.8
ニ ン ジ ン 2766 190.7 1450.8
ゴ ボ ウ 835.1 196.7 424.6
ナ ガ イ モ 1935.5 72.3 2677.9
姫 神 芋 1070 64.1 1670
ウ メ 8.4 39.8 21.1
ル バ ー ブ 180 123.9 145.3
ブルーベリー 130.4 65.4 199.3
＊水稲の平年収量は，過去 10年間の平均
＊芋類・根菜類の平年収量は，過去 5年間の平均
＊梅の平年収量は，調査木 3本の過去 5年間の平均収量
＊ルバーブ・ブルーベリーの平年収量は，過去 5年間の平均
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1週間ほど早かったが，昨年より 1週間遅い。施肥は 3月
下旬に基肥を行い，6月上旬，8月中旬にそれぞれ追肥を行っ
た。収穫期間は 7月 4日から 7月 27日で，例年より 1週
間から 10日ほど収穫期間が短かった。
総収量は，予定収量の 470kgを下回る 319.6kgとなった。
オウトウショウジョウバエよる被害果は少なかったが，収
穫期間が例年より短く予定収量に届かなかった。予定収量
に満たないことについては，前年度の剪定によるところも
あり，次年度を見越した整枝，剪定を心がけたい。
（7） 遺伝子組換え植物隔離圃場
平成 29年度の利用実績は以下の通りである。
研究課題：「Rubisco過剰生産及び生産抑制遺伝子組換え
イネを用いた隔離圃場での生育及び収量評価試験」を実施
するにあたり，平成 29年 4月 29日に平成 28年度 Rubisco 
過剰生産及び生産抑制遺伝子組換えイネを用いた隔離圃場
での生育及び収量評価試験実績報告，及び，平成 29年度同
試験計画に関する公開説明会および現地見学会を実施した。
同年の試験実施は計画どおり，遺伝子組換えイネの移植
を平成 29年 5月 24日に行い，収穫は平成 29年 10月 2日，
3日に行った。この間，宮城県による現地視察が行われた。
3）飼料作物
（1）　デントコーン
デントコーンは，10号 -1圃場（2.5ha）に作付した。早
生種のスノーデント 118Ｓを 5月 17日に播種したが，30 a
程度ぬかるみがあり播種できなかった。その後，クマの食
害防止のため 5月 22日から 10月 6日まで電牧柵を設置し
た。漏電防止のため圃場周辺に除草剤の散布を行うなどの
維持管理を行った結果，食害はみられなかった。刈り取り
およびバンカーサイロへの収納は，10月 3～ 4日に実施し
た。9月 18日に襲来した台風 18号の影響で全面倒伏し，
収量が減少した。表 6-5に示したとおり，総収量は現物で
76,000 kg，10 a当りの収量は 3,040 kgとなった。水分は
64.0％で乾物生産量は 27,330 kgであった。
収穫後の電気柵の撤収は，降雪前の 11月 10日に行った。
（2）　牧草
平成 29年度における，採草地・放牧地および更新地の
施肥基準を表 6-6に，採草地施肥成分を表 6-7に，採草地・
放牧地の年間施肥量と 10a当りの目標収量及び実収量を表
6-8に，採草地・放牧地の 10a当りの施肥成分量を表 6-9に，
また耕地内草地の作付面積および圃場別生産量を表 6-10
に示した。
A）耕地内草地
平成 29年度，全草地 48.9 haのうち放牧地として 1026a
（20.7％）供用し，390a（7.9％）をワルナスビの影響で
耕作放棄し，残り 34.8haの採草を行った。採草地の年間収
量は，生草換算で 10a当たり 2.8t，年間 1085tとなった。
エゾノギシギシ防除として，4月 14日にハーモニーを 3g / 
10a散布した。
一番草の収穫は，5月 19日～ 6月 26日までの 41日間か
かった。作業が遅れた主な要因は人員不足と梅雨時期の天
候不良であった。採草地の合計収量は生草換算で 687.4tで
あり，すべてロールサイレージ調製を行った。刈取り後の
追肥は，6月 15日と 30日に行った。
二番草の収穫は，7月 26日から開始したが，8月 4日か
ら 9月 3日まで長雨の影響で作業ができなかったため，終
了したのは 9月 20日であった。採草地の合計収量は生草
換算で 303.4tであり，すべてロールサイレージ調製を行っ
たが，437a（8.8％）は刈取り後に腐敗したため廃棄した。
二番草の刈取り後の追肥は 8月 15日から 9月 21まで順次
行った。
三番草の収穫は，10月 16日～ 11月 8日まで行った。二
番草の作業の遅れから，収穫できたのは 1,573a（31.7％）
であった。合計収量は生草換算で 95.1tであり，すべてロー
ルサイレージ調製を行った。三番草収穫後の 11月 15日と
30日に，作業上トラクタが旋回し裸地化するための対策と
して，圃場の外周 10mの幅でハイブリッドライグラスを追
播した。11月 29日に全ての採草地に牛糞コンポストを散
布した。
B）北山放牧地
北山放牧地は面積が 105.2haと広大なうえ，地形や植生
等の条件が多岐にわたるため（起伏が激しい，野草地や森
林を含む），放射能除染のための耕起除染作業はきわめて
困難である。昨年に引き続き，今年度も耕起除染作業に着
手することはできなかった。そのため，次年度以降の検討
課題とした。
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表 6-4　水田及び畑作における農薬使用量（平成 29年度）
薬　　　品　　　名 容　量 分　類 前年度在庫量 購　入　量 使　用　量 残　　　量
水田 エコホープ DJ 500g 普通物 - 500g 500g -
クリンチャー 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 52kg 50kg 2kg
月光 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 3kg 3kg -
コラトップ 1キロ粒剤 12 1kg 普通物 3kg 30kg 27kg 6kg
スタークル 1キロ H粒剤 1kg 普通物 1kg 51kg 51kg -
ゼータワン 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 49kg 49kg -
タチガレン液剤 500㎖ 普通物 600㎖ 500㎖ 0㎖ 1,100㎖
テクリード Cフロアブル 500㎖ 普通物 500㎖ 1,500㎖ 1,600㎖ 400㎖
デジタルメガフレア箱粒剤 1kg 普通物 - 13kg 11kg 2kg
Dr.オリゼフェルテラ粒剤 1kg 普通物 15kg 74kg 29kg 60kg
Dr.オリゼフェルテラグレータム粒剤 1kg 普通物 4kg 0kg 2kg 2kg
ニトウリュウ 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 4kg 1kg 3kg
ハイカット 1キロ粒剤 1kg 普通物 - 3kg 3kg -
バサグラン粒剤 3kg 普通物 - 52kg 12kg 40kg
フェルテラ箱粒剤 1kg 普通物 - 14kg 12kg 2kg
メガセータ 1キロ粒剤 1kg 普通物 1kg - 1kg -
モゲトンジャンボ 500g 普通物 - 3,000g 3,000g -
ワイドパワー粒剤 3kg 普通物 33kg 0kg 33kg -
薬　　　品　　　名 容　量 分　類 前年度在庫量 購　入　量 使　用　量 残　　　量
畑作 アグリマイシン 100水和剤 100g 普通物 700g 0g 700g -
アドマイアーフロアブル 100㎖ 劇　物 96.25㎖ - - 96.25㎖
ウララ DF 250g 普通物 174g - - 174g
ガードベイト A 2kg 普通物 16kg - 14kg 2kg
ジマンダイセン水和剤 250g 普通物 500g 250g 750g -
スターナ水和剤 100g 普通物 - 200g 200g -
センコル水和剤 100g 普通物 200g - 200g -
ゾーベックエケード 100㎖ 普通物 - 100㎖ 50㎖ 50㎖
ダイアジノン粒剤 3kg 普通物 8.4kg 9kg 12.86kg 4.54kg
トップジンM水和剤 250g 普通物 250g - - 250g
トレファノサイド乳剤 500㎖ 劇　物 360㎖ 500㎖ 860㎖ -
トレボン乳剤 100㎖ 普通物 98㎖ - 98㎖ -
ナブ乳剤 100㎖ 普通物 240㎖ 1,000㎖ 430㎖ 810㎖
バイジット粒剤 3kg 劇　物 9kg - 2.92kg 6.08kg
バスタ液剤 1,000㎖ 普通物 4,440㎖ 3,000㎖ 4,020㎖ 3420㎖
ハーモニー 75DF水和剤 10g 普通物 10g - - 10g
バリダシン液剤 5 500㎖ 普通物 - 1,500㎖ 1,400㎖ 100㎖
フェニックス顆粒水和剤 100g 普通物 76.5g - 22.5g 54g
プリロッソ粒剤 1,000g 普通物 920g - 83g 837g
ベルクートフロアブル 500㎖ 普通物 800㎖ 1,000㎖ 600㎖ 1,200㎖
ベンレート T水和剤 20 100g 普通物 600g 1,000g 600g 1,000g
ホライズンドライフロアブル 200g 普通物 - 200g 200g -
モスピラン水溶剤 100g 劇　物 156.5g - 156.5g -
モスピラン顆粒水溶剤 100g 劇　物 - 200g 3g 197g
ラウンドアップマックスロード 5.5ℓ 普通物 4.95ℓ - 4.95ℓ -
ランマンフロアブル 100㎖ 普通物 - 100㎖ 100㎖ -
レンザー水和剤 100g 普通物 99.5g - - 99.5g
ロロックス水和剤 100g 普通物 160g 500g 400g 260g
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表 6-5　平成 29年　デントコーン生産量
圃場
面 積
（a） 品種 播種日 刈り取り日
総収量
（kg）
10a当収量
（kg）
10号の 1 250 スノーデント 1 18S 5月 17日 10月 3～ 4日 76,000 3,040
合計 250 76,000 3,040
表 6-6　採草地・放牧地および更新地の施肥基準
　　施 肥 量 （kg / 10 a）
区　　分
草地化成 複合尿素 尿　素 重過石 熔　燐 タンカル 堆　肥 成  　　分
212号 211号 燐加安 777号 （46%） （38%） （20%） N P2O5 K2O MgO
耕
　
地
　
内
1）
採
草
地
早 　 　 春 20 2.6 5.2 2.0 4.0 
一 番 刈 後 10 4.1 3.9 1.0 2.0 
二 番 刈 後 15 3.0 1.5 3.0 
三 番 刈 後 5 10 400 2.0 3.5 2.6 
合 　 　 計 50 6.7 10 13.1 7.0 10.0 
放
牧
地
早 　 　 春 20 4.0 2.0 2.0 1.0 
追 肥 2） 45 9.0 4.5 4.5 2.3 
合 　 　 計 65 13.0 6.5 6.5 3.3 
更　新　地 30 30 50 100 2,000 5.1 26.5 5.1 
北山放牧地
（内施肥面積）
40 4.7 10.2 4.0 4.0 2.0 
1）表にあげた施肥基準は生草換算収量 3tとし，採草地には表 5-7に
示す通り，収量が 1t増すごとに草地化成 212号を 25kg増しとす
る。また，放牧地については加里を窒素の半分とするため，草地
化成 211号を用いる。
2）放牧地追肥は年 3～ 5回に分施する。
表 6-7　採草地施肥成分（kg / 10 a）
目標収量
（t生草 /10a）1）
N P2O5 K2O
3.0 13.1 7.0 10.0 
4.0 18.1 9.5 15.0 
5.0 23.1 12.0 20.0 
6.0 28.1 14.5 25.0 
1）生草換算重量は乾物を生草の 20％として算出した。
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表 6-8　採草地・放牧地の年間施肥量と 10a当たりの目標収量及び実収量
圃　　　場
番　　　号
面積
（a）
年　間　施　肥　量　（kg） 目標収量 実収量
草地化成
212号
草地化成
211号
尿素
（46%）
LP100
（40%）
苦土入り燐
加安 16号
溶リン
（0-20-0）コンポスト （t生草 / 10 a）（kg乾物 / 10 a）（t生草 / 10 a）
採
　
草
　
地
A棟前 70 - - - - - - - 2.0 1.3 260 
3号 52 200 140 60 - - - 3,000 2.5 3.7 740 
6号 66 240 160 60 - - - 3,600 3.5 3.0 600 
7号の 1 115 400 280 100 - - - 6,000 3.5 3.1 620 
7号の 2 100 360 240 80 - - - 6,000 3.5 3.4 680 
8号 145 510 340 120 - - - 8,000 3.5 4.7 940 
9号の 1 179 840 560 180 - - - 10,000 4.5 5.1 1,020 
9号の 2 137 400 260 100 - - - 7,000 3.0 1.7 340 
10号の 1 300 - - - - - - -
10号の 2 300 1,240 820 280 - 16,000 4.0 3.1 620 
11号 200 820 540 180 - 10,000 4.0 3.8 760 
12号の 1 103 360 240 80 - 5,000 3.5 2.7 540 
13号の 3 200 820 540 180 - 10,000 4.0 3.0 600 
15号 200 480 280 120 - 11,000 2.5 2.6 520 
16号 87 260 160 60 - - - 4,000 3.0 2.4 480 
18号の 1 328 1,340 900 300 - - - 16,000 4.0 2.8 560 
18号の 2 434 1,800 1,200 800 - - - 22,000 3.0 2.3 460 
19号 93 380 240 80 - - - 4,000 4.0 3.0 600 
20号の 1・2・造 435 - - - - - - - - - -
20号の 3 200 820 540 180 - - - 10,000 2.5 2.8 560 
21号の１ 160 660 440 140 - - - 8,000 2.5 2.8 560 
21号の 2 300 1,240 820 280 - - - 16,000 2.5 2.5 500 
22号 65 260 180 60 - - - 4,000 2.5 1.8 360 
小　　　計 4,269 13,430 8,880 3,440 179,600 68 62 12,320 
採草放牧兼用地放
　　
牧
　　
地
2号の 1 190 - - - - - - - - - -
13号の 1 320 760 440 180 - - - - 2.5 - -
13号の 2 216 520 300 120 - - - - 2.5 - -
5号の 2 300 - - - - - - - - - -
14号の 1 150 360 200 80 - - - - 3.5 - -
14号の 2 340 820 460 200 - - - - 3.5 - -
17号 101 - - - - - - - - - -
24号 90 - - - - - - - - - -
小　　　計 1,707 1,400 580 0 0 3.0 2.1 0
耕地内草地　合計 5,976 13,430 10,280 4,020 0 0 0 179,600 35.5 - 12,320 
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表 6-9　採草地・放牧地の 10a当たりの施肥成分量
圃　　　場 面積 施肥成分量（kg / 10a）
番　　　号 （a） N P K
採
　
草
　
地
A棟前 70 - - -
3号 52 10.6 5.3 5.3 
6号 66 7.8 2.6 2.6 
7号の 1 115 7.8 2.6 2.6 
7号の 2 100 7.8 2.6 2.6 
8号 145 7.8 2.6 2.6 
9号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9号の２ 137 - - -
10号の 1 300 - - -
10号の 2 300 10.9 3.6 3.6 
11号 150 14.5 4.8 4.8 
12号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15号 200 7.8 2.6 2.6 
16号 87 7.8 2.6 2.6 
18号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18号の 2 434 9.1 3.0 3.0 
19号 93 12.1 4.5 4.5 
20号の 1・2・造 390 13.4 4.9 4.9 
20号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
21号の 1 160
21号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
22号 65 7.7 2.6 2.6 
小　　　計 4,174 206 75 75
採草放牧兼用地放
　　
牧
　　
地
2号の 1 190 - - -
5号の 2 300 - - -
13号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
14号の 1 150 10.6 5.3 5.3 
14号の 2 340 10.6 5.3 5.3 
17号 101 - - -
24号 90 - - -
小　　　計 1,707 11.3 4.9 4.9 
耕地内草地　合計 5,881
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東北大学大学院農学研究科附属　
複合生態フィールド教育研究センター耕作地要図
図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 29年度）
（注）採 :採草地　放 :放牧地
S:昭和　　H:平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13ノ 2 2.16
2ノ 1 1.90 13ノ 3 2.00
2ノ 2 1.00 14ノ 1 1.50
3 6.24 14ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5ノ 1 0.48 16 0.87
5ノ 2 3.00 17 1.01
6ノ 1 0.66 18ノ 1 3.28
6ノ 2 1.53 18ノ 2 4.34
6ノ 3 1.32 19 0.93
7ノ 1 1.15 20ノ 1 2.15
7ノ 2 1.00 20ノ 2 1.60
8 1.45 20ノ 3 2.00
9ノ 1 1.79 21ノ 1 4.51
9ノ 2 1.37 21ノ 2 3.00
10ノ 1 3.00 22 0.65
10ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12ノ 1 1.03
12ノ 2 1.31
12ノ 3 0.98
13ノ 1 3.20 計 81.43
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7. 畜産関係　
　1）概況
肉用牛に関しては，放射能汚染のため北山放牧地を利用
できない状況が続き，六角，桂清水，および田代・碁盤沢
牧区での放牧は行われなかった。大尺牧区は研究（研究課
題：ススキ型草地における植生遷移機構の解明）のため，
出荷することのない黒毛和種成雌牛 6頭と日本短角種成雌
牛 2頭を 5月 16日から 10月 17日の 154日間放牧した。ま
た，13号の 1と 13号の 2に 4月 17日から 5月 29日，6月
22日から 8月 14日，9月 26日から 10月 10日まで肉用牛
成雌牛（5-55頭）を放牧，14号の 1と 14号の 2に 4月 27
日から 7月 11日，7月 20日から 8月 22日，9月 13日から
10月 27日まで肉用牛成雌牛（5-36頭）を放牧した。この
他の牛は，通年舎飼を中心とした飼養管理を行った。分娩
に関しては，一部の肥育および繁殖素牛以外の子牛は全て
分娩後約 1週間で親子分離を行い，約 90日間の人工哺乳後
に売払うことで分娩時の事故や子牛の疾病を少なくするこ
とができた。
乳用牛に関しては，放牧は行わず通年舎飼とした。給与
粗飼料として平成 28-29年度当センター産牧草ロールサイ
レージと平成 29年度当センター産デントコーンサイレージ
を給与した。
緬羊に関しては，放牧は行わず通年舎飼とした。給与粗
飼料は平成 28-29年度当センター産ロールサイレージを給
与した。毛刈りは 4月 27日に 14頭行った。
コンポストに関しては，平成 29年 4月 3日より平成 30
年 2月 26日までの間に 6回のコンポスト化処理を行った。
処理量は，新コンポスト舎を使用しての研究（研究課題：
硫黄入り堆肥を用いて，農業に由来する窒素汚染をコント
ロールする）を行ったため，360tであった。
2）家畜頭数の異動（表 7-1-1，7-1-2）
黒毛和種は，平成 29年度当初は 93頭であり，前年度よ
り 5頭多いスタートとなった。
生産については，前年度より 4頭減の 36頭の子牛生産
となった。死亡した牛はいなかった。売払いについては，
雌牛では経産牛 7頭，子牛 7頭の計 14頭，雄牛では成去
勢牛（肥育）12頭，子牛 9頭の計 21頭，合計 35頭を売却
した。管理換えした牛はいなかった。これらの変動により，
年度末には，年度当初より 1頭増の 94頭となった。
日本短角種は，平成 29年度当初は 24頭であり，前年度
より 1頭少ないスタートとなった。生産については，前年
度より 1頭増の 14頭の子牛生産となった。死亡については，
雌子牛 1頭が脳炎のため死亡した。売払いについては，経
産牛 2頭と雌子牛 1頭と雄子牛 10頭の計 13頭を売却した。
管理換えについては，育成雌牛 1頭を解剖実習供用のため
農学部へ管理換えした。また，これらの変動により，年度
末には，年度当初より 1頭減 23頭となった。
ホルスタイン種は，平成 29年度当初は 27頭であり，前
年度より 2頭多いスタートとなった。生産については，前
年度より 5頭増の 17頭の子牛生産となった。死亡につい
ては，経産牛 2頭がダウナー症候群と転倒による大腿骨骨
折により死亡した。また，雌子牛 1頭が外水頭症で死亡，
雄子牛 1頭が難産による虚弱で死亡した。売払いについて
は，経産牛 2頭を売却した。管理換えについては，雄子牛
5頭を研究のため農学部へ供出した。これらの変動により，
年度末には年度当初より 6頭増の 33頭となった。
緬羊は，平成 29年度当初は 21頭であり，前年度より 7
頭多いスタートとなった。生産については，前年度より 6
頭増の 15頭の子羊生産となった。死亡については，雄雌
羊 2頭（双子）が生後間もなく衰弱死した。売り払いにつ
いては，種雄羊 1頭を売却した。管理換え（所属換え）に
ついては，医学部へ経産羊 2頭を管理換え（所属換え）した。
これらの変動により，年度末には年度当初より 15頭増の
31頭となった。
3）肉用牛
　A. 繁殖成績（表 7-2-1，表 7-2-2，表 7-2-3）
表 7-2-1は平成 28年 1月から 12月までの間に繁殖に供
用した牛の成績である。繁殖方法は人工授精による授精を
行った。その結果，受胎率（受胎頭数÷繁殖供用頭数×
100）は黒毛和種で 79.6％，日本短角種で 70.6％であった。
両品種とも技術目標（受胎率 85％）を下回った。また，
分娩率（分娩した母牛の頭数÷繁殖供用頭数× 100）は，
黒毛和種で 77.8％，日本短角種で 64.7％であった。なお，
例年では子牛育成率も同表で示してきたが，近年では 6カ
月未満の子牛の売却頭数が増えたことから，今年度は示さ
ないこととした。
表 7-2-2および表 7-2-3は，平成 29年 1月から 12月ま
での間に繁殖に供用した黒毛和種および日本短角種の成績
を個体別に示したものである。繁殖供用頭数は，淘汰予定
牛で繁殖に供用を行わない雌牛（表：授精対象外）を除くと，
黒毛和種でのべ 48頭，日本短角種でのべ 21頭であった。
繁殖方法として，人工授精を行った。その結果，黒毛和種
で 33頭が受胎して日本短角種で 14頭が受胎した。受胎率
は黒毛和種で 68.8％，日本短角種で 66.7％であり，両品
種ともに技術目標（受胎率 85％）を下回った。
　B. 肥育成績（表 7-3）
表 7-3に，平成 29年度に出荷した肥育牛（黒毛和種去
勢牛 12頭）の成績を示した。平均肥育期間は 21ヵ月，平
均出荷月齢は 31.1ヵ月齢，平均出荷体重は 807.1kgであっ
た。枝肉格付けは A-5が 5頭，A-4が 5頭，A-3が 2頭で
あった。瑕疵は 12頭中 2頭（16.7%）と前年度（33.3%）
より低下した。
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4）乳用牛
　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2）
表 7-4-1は平成 29年 4月から平成 30年 3月までの間に
繁殖に供用した牛の現繁殖状況と前回繁殖状況をまとめた
成績である。現繁殖状況の分娩頭数はのべ 16頭である。
授精を行った 11頭の初回授精日数は分娩後 133±33（平均
値±標準偏差）日で，その内，受胎した 10頭の受胎日数
は 143± 50日で授精回数は 1.3± 0.48回であった。前回繁
殖状況は経産牛で空胎日数 167± 95日で授精回数 1.9±1.1
回であった。未経産牛は受胎月齢 16.3± 1.5ヶ月で授精回
数 1.4± 0.5回であった。
表 7-4-2は平成 29年 4月から平成 30年 3月までの間に
繁殖に供用した未経産牛の成績である。未経産牛 6頭中 4
頭が受胎した。平均受胎月齢は 14.8ヵ月齢であった。
　B. 産乳成績（表 7-5）
搾乳牛の平均産次数は 2.73産で過去 5年の平均 2.52産
より向上した。平均搾乳頭数は 13.2頭で過去 5年の平均
13.7頭より下回った。総産乳量は 97,478kgと過去 5年平均
の 98,045kgにくらべ 567kg減少した。
5）緬羊
繁殖として，平成 29年 9月 12日から 11月 28日まで繁
殖雌羊 9頭に当センター種雄羊 1頭を入牧させて自然交配
を行った。その結果 9頭が妊娠した。生産内訳は雄羊が 7頭，
雌羊が 8頭生産された。また，体内外部寄生虫予防として，
イベルメクチン製剤を 1ヵ月毎に投与した。さらに夏季（8
月から 9月）には塩酸レバミゾール製剤をイベルメクチン
製剤投与から約 2週間後に投与した。
6）コンポスト（表 7-6）
直線型ロータリー方式コンポスト装置で肉牛舎と乳牛舎
運動場の糞尿，飼料残渣（ロールサイレージ），乳牛舎ストー
ル内の糞尿（水分 80-85％）および各畜舎の厩肥（水分
70-75％，糞尿と敷き料，ワラ，オガクズ）をコンポスト
化処理した。ワラおよびサイレージに含まれる牧草の茎は
コンポスト装置の撹拌機に絡まり，装置に大きな負担とな
るため，あらかじめ別の処理場で頻繁に切り返しを行い，
発酵させて堆肥化した後にコンポスト装置で撹拌した。コ
ンポスト化の際，水分含量が 70％以下になるように戻し
堆肥を 30-50％混合しながらコンポスト装置に投入後，下
部通気しながら撹拌機で週 2-3回程度撹拌した。29-83日
間の処理後，堆積槽に搬出し切り返しを行い均等に 2次発
酵させ，発酵終了後圃場に散布した。
前年度の繰り越し分のコンポストが 240t，本年度のコン
ポスト処理量は，平成 29年 4月 3日から平成 30年 2月 26
日までの間に 6回処理を行い，合計 360t生産した。作物へ
の施肥量は 472.3t（表 7-6）で 127.7tが繰り越された。また，
圃場で使用するコンポストについては，使用前に放射性セ
シウム濃度検査を行い，すべて基準値以下だった。
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黒毛和種
性別 区分 年度始 生産 死亡 売払 管理換
区分替
年度末
出 入
雌
経 産 牛 44 7 5 42
若 牛 5 5 15 15（6）
育 成 牛 15 15 8 8
子 牛 5 16 7 8 6
小 計 69 16 0 14 0 71
雄
種 雄 牛 1 1
成去勢牛 12（12） 12（12） 6 6（6）
育成雄牛 6 6 12 12
子 雄 牛 5 20 9 12 4
小 計 24 20 0 21 0 23
合 計 93 36 0 35 0 94
日本短角種
性別 区分 年度始 生産 死亡 売払 管理換
区分替
年度末
出 入
雌
経 産 牛 14 2 3 14
若 牛 4 2 4 5
育 成 牛 4 1 4 2 2
子 牛 0 4 1 1 2
小 計 22 4 1 3 1 21
雄
種 雄 牛 0 0
成 雄 牛 0 0
育成雄牛 0 0
子 雄 牛 2 10 10 2
小 計 2 10 0 10 0 2
合 計 24 14 1 13 1 23
表 7-1-1　平成 29年度　飼養区分頭数の異動
＊（　）内は肥育頭数
ホルスタイン種
性別 区分 年度始 生産 死亡 売払 管理換
区分替
年度末
出 入
雌
経 産 牛 17 2 2 2 15
若 牛 1 1 4 4
育 成 牛 5 5 7 7
子雌牛（H） 3 12 1 7 7
子雌牛（F1） 0 0
小 計 26 12 3 2 0 33
雄
種 雄 牛 0 0
成 雄 牛 0 0
育 成 雄 牛 0 0
子雄牛（H） 1 5 1 0 5 0
子雄牛（F1） 0 0
小 計 1 5 1 0 5 0
合 計 27 17 4 2 5 33
緬羊
性別 区分 年度始 生産 死亡 売払 管理換
区分替
年度末
入
雌
経 産 羊 7 2 4 9
若 羊 4 4 0
育 成 羊 0 0
子 雌 羊 0 8 1 7
小 計 11 8 1 0 2 16
雄
種 雄 羊 1 1 1 1
成 雄 羊 6 1 3 8
育成雄羊 0 0
子 雄 羊 3 7 1 3 6
小 計 10 7 1 1 0 15
合 計 21 15 2 1 2 31
家畜飼養区分の定義（羊）
経 産 羊 … 分娩した羊
若 羊・ 成 羊 … 雌は 8ヵ月以上分娩まで。雄は 8ヵ月以上
育 成 羊 … 4ヵ月以上 8ヵ月未満
子 羊 … 出生より 4ヵ月未満
家畜飼養区分の定義（牛）
経 産 牛 … 分娩した牛
若 牛・ 成 牛 … 雌は 18ヵ月以上分娩まで。雄は 18ヵ月以上
育 成 牛 … 6ヵ月以上 18ヵ月未満
子 牛 … 出生より 6ヵ月未満
（黒毛和種）
年度始
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月
合
　
計
生　産 2 6 6 4 3 2 4 4 1 4 36
売　払 2 3 2 2 5 5 6 3 4 3 35
管理換 0
死　亡 0
合計頭数 93 93 96 102 104 107 107 106 105 99 97 93 94 94
（日本短角種）
年度始
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月
合
　
計
生　産 1 3 1 2 1 2 1 2 1 14
売　払 2 1 1 4 2 2 1 13
管理換 1 1
死　亡 1 1
合計頭数 24 21 22 21 24 25 27 28 29 26 26 23 23 23
（ホルスタイン種）
年度始
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月
合
　
計
生　産 3 2 2 2 2 1 1 2 1 1 17
売　払 2 2
管理換 1 2 1 1 5
死　亡 1 1 1 1 4
合計頭数 27 28 28 27 27 28 27 28 29 29 31 32 33 33
（緬　羊）
年度始
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月
合
　
計
生　産 15 15
売　払 1 1
管理換 2 2
死　亡 2 2
合計頭数 21 21 21 21 21 21 19 19 19 19 19 32 31
表 7-1-2　平成 29年度　月別家畜移動の推移
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表 7-2-1　肉牛繁殖成績の概要
（H28繁殖と H29分娩成績）
区　分
繁殖供用
頭数 (のべ頭数） 
受　　胎
死　　亡 淘　　汰
分　　娩
頭数 (のべ頭数） 率（%） 頭数（母牛） 率（%） 備　考
黒毛和種
経　産 44 34 77.3 1（受胎牛） 33 75.0
未経産 10 9 90.0 9 90.0
計 54 43 79.6 1 42 77.8
日本短角種
経　産 13 9 69.2 9 69.2
未経産 4 3 75.0 2 50.0 流産 1頭
計 17 12 70.6 11 64.7
＊繁殖供用頭数は当初淘汰予定牛を除いた頭数
＊死亡及び淘汰は繁殖供用牛の死亡及び淘汰を表す
番号 個体番号 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備考
1 B1531 H17.  7.19 9 H27.10.  7 H28.  9.13 342 授精対象外
2 B1540 H17.  8.12 9 H28.  4.  4 H29.  8.  6 489 授精対象外
3 B1566 H18.  7.  7 9 H27.  4.  8 H28.  3.  5 332 授精対象外
4 B1567 H18.  7.  7 8 H28.  3.29 H29.  4.17 384 授精対象外
5 B1592 H18.11.16 8 H27.  8.25 H28.  8.  9 350 授精対象外
6 B1625 H19.  7.18 6 H27.  3.  4 H28.11.  5 612 授精対象外
7 B1631 H19.  8.30 7 H27.  6.13 H28.  6.19 372 授精対象外
8 B1639 H20.  1.29 7 H28.  3.  2 H29.  2.14 349 AI H29.  7.14 ○
9 B1641 H20.  5.15 6 H27.  8.25 H28.11.30 463 AI H29.  1.13 ○
10 〃 〃 7 H28.11.30 H29.10.29 333 授精対象外
11 B1645 H20.  5.30 5 H26.12.12 H27.11.  8 331 授精対象外
12 B1678 H21.  5.20 7 H28.  6.  8 H29.  5.23 349 AI H29.  8.15 ○
13 B1705 H22.  1.18 6 H28.11.13 H29.10.  8 329
14 B1712 H22.  5.17 6 H28.10.29 H29.10.  9 345
15 B1713 H22.  5.18 6 H28.  5.11 H29.  5.  5 359 AI H29.11.22 ○
16 B1718 H22.  6.10 6 H28.  5.29 H29.  5.16 352 AI H29.  6.30 ○
17 B1722 H22.  6.21 7 H28.  3.11 H29.  3.28 382 AI H29.  7.29 ○
18 B1738 H22.  8.21 5 H27.  8.10 H28.11.14 462 AI H29.  1.23 ○
19 〃 〃 6 H28.11.14 H29.11.  6 357
20 B1740 H23.  1.18 5 H28.  9.12 H29.11.28 442 AI H29.  2.19 ○
21 B1741 H23.  3.14 4 H27.11.14 H28.11.10 362 AI H29.  1.21 ○
22 〃 〃 5 H28.11.10 H29.11.11 366
23 B1744 H23.  5.17 3 H27.  6.  1 H28.10.14 501 授精対象外
24 B1745 H23.  5.20 4 H28.  2.  8 H29.  3.29 415 AI H29.  8.  4 ○
25 B1751 H23.  6.  1 4 H28.  3.12 H29.  3.  7 360 AI H29.  6.  4 ○
26 B1759 H23.  6.23 4 H28.  3.28 H29.  3.29 366 AI H29.10.18 ○
27 B1791 H24.  6.28 4 H28.  6.22 H29.  6.25 368 AI H29.10.26 ○
28 B1797 H24.  7.26 3 H28.  2.22 H29.  1.25 338 AI H29.  7.19 ×
29 B1798 H24.  7.28 4 H28.  7.13 H29.  6.15 337 AI H29.11.26 ○
30 B1799 H24.  7.29 3 H27.10.30 H28.  9.27 333 AI H29.  6.  8 ○
31 B1808 H24.10.  1 3 H28.  3.10 H29.  7.30 507 AI H29.11.18 ○
32 B1813 H24.12.  8 3 H28.  9.11 H29.  9.10 364
33 B1822 H25.  5.25 3 H28.  8.13 H29.  8.  6 358 授精対象外
34 B1824 H25.  5.28 3 H28.  7.  3 H29.  6.16 348 AI H30.  9.29 ○
35 B1826 H25.  6.  6 2 H27.  7.10 H28.  9.11 429 AI H29.  2.16 ○
36 〃 〃 3 H28.  9.11 H29.11.27 442
37 B1829 H25.  6.25 3 H28.  7.16 H29.  8.  3 383 授精対象外
38 B1830 H25.  6.30 2 H27.  9.  8 H28.  8.21 348 授精対象外
39 B1839 H25.  8.26 2 H27.12.13 H29.  4.13 487 AI H29.  5.27 ○
40 B1844 H25.  9.25 1 H28.  2.  7 授精対象外
41 B1851 H26.  3.18 2 H28.10.28 H29.  9.21 328
42 B1852 H26.  4.28 2 H28.  6.  9 H29.  7.  1 387 AI H29.  8.18 ○
表 7-2-2　黒毛和種繁殖成績
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番号 個体番号 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備考
43 B1855 H26.  5.  7 2 H28.  7.  8 H29.  6.29 356 授精対象外
44 B1859 H26.  5.20 2 H28.  5.  6 H29.  6.  7 397 AI H29.11.26 ○
45 B1864 H26.  6.11 1 H28.10.  3 AI H29.  4.17 ○
46 B1866 H26.  6.20 2 H28.  6.10 H29.  7.13 398 AI H29.12.15 ×
47 B1872 H26.  7.26 1 H28.10.16 AI H29.  1.24 ○
48 〃 〃 2 H28.10.16 H29.10.25 374 授精対象外
49 B1884 H27.  1.21 1 H29.  2.  7 AI H29.  6.  3 ○
50 B1886 H27.  3.  6 1 H29.  3.20 AI H29.  9.15 ○
51 B1891 H27.  4.25 1 H29.  7.31 AI H29.10.  4 ○
52 B1892 H27.  5.  6 1 H29.  5.  9 AI H29.  9.  6 ○
53 B1893 H27.  5.10 1 H29.  5.  8 AI H29.  9.27 ○
54 B1894 H27.  5.22 1 H29.  5.17 AI H29.  8.27 ○
55 B1895 H27.  5.23 1 H29.  6.14 AI H29.  9.12 ○
56 B1918 H27.12.13 0 AI H29.  6.29 ○
57 B1922 H28.  2.  7 0
58 B1927 H28.  3.11 0
59 B1931 H28.  4.  4 0 H29.10.  7 ○
60 B1940 H28.  7.  3 0
61 B1943 H28.  7.16 0 H29.11.24 ○
62 B1947 H28.  8.21 0
63 B1952 H28.  9.27 0
64 B1953 H28.10.  3 0
＊ AIは人工授精を表す
＊年末年始に分娩しな いように繁殖を調整している
表 7-2-3　日本短角種繁殖成績
番号 個体番号 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備考
1 N0447 H17.  6.27 9 H28.  3.12 H29.  7.  7 482 AI H29.10.26 ○
2 N0501 H20.  6.  9 5 H27.  6.26 H28.10.  1 463 AI H29.  4.  3 ○
3 N0507 H21.  5.20 4 H27.12.  9 H28.11.25 352 AI H29.  1.16 ○
4 〃 〃 5 H28.11.25 H29.10.31 340
5 N0513 H21.  6.19 6 H28.  3.24 H29.  5.27 429 AI H29.  8.22 ○
6 N1026 H24.  1.  8 4 H28.  6.24 H29.  9.  7 440
7 N1027 H24.  1.26 3 H27.11.20 H28.11.  2 348 AI H29.  3.  3 ○
8 N1044 H25.  8.  4 3 H28.  7.31 H29.  7.17 351 AI H29.10.27 ○
9 N1049 H26.  7.  1 1 H28.  7.10 AI H29.  4.15 ○
10 N1050 H26.  7.  3 2 H28.  8.28 H29.  9.  1 369
11 N1052 H26.11.  3 1 H29.  1.26 AI H29.  6.  7 ○
12 N1055 H27.  3.17 1 H29.11.  2
13 〃 〃 0 AI H29.  1.20 ○
14 N1056 H27.  6.24 1 H29.  7.13 AI H29.11.25 ○
15 N1063 H28.  3.12 0 AI H29.10.18 ○
16 N1064 H28.  3.24 0 AI H29.10.26 ○
17 N1069 H28.10.  1 0
18 N0971 H21.  5.25 4 H27.  4.12 H28.  5.30 414 授精対象外
19 N0972 H21.  6.  3 5 H27.  6.11 H28.  5.  7 331 授精対象外
20 N0977 H21.  6.19 5 H28.  7.13 H29.  8.29 412
21 N0987 H22.11.26 3 H27.  7.25 H28.  9.  5 408 AI H29.  2.19 ○
22 〃 〃 4 H28.  9.  5 H29.11.27 448
23 N1511 H25.  9.24 3 H28.  3.10 H29.  2.  4 331 授精対象外
24 N1522 H27.  4.12 0 AI H29.  8.26 ○ H29.4.12（流産）
＊ AIは人工授精を表す
＊年末年始に分娩しな いように繁殖を調整している
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る
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表 7-4-2　平成 29年度乳牛繁殖成績（未経産牛）
番号 個体番号 生年月日 初回授精月齢 受胎月齢 受胎牛授精回数 不受胎牛授精回数 備考 現況
1 H322 H28.  2.  3 13.2 15.9 2 受胎
2 H327 H28.  6.24 13.8 13.8 1 受胎
3 H328 H28.  7.  4 14.4 14.4 1 受胎
4 H331 H28.  8.11 14.0 15.2 2 受胎
5 H332 H28.  9.17 17.5 1 授精中
6 H333 H28.10.  1 16.9 1 授精中
平均値 15.0 14.8 
＊平成 29年 4月 1日から平成 30年 3月 31日までの乳牛未経産牛の繁殖をまとめたものである
＊年末年始に分娩しないように繁殖を調整している
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表 7-6　コンポスト作物別施肥量
散 布 月 日 作　　　　目 使 用 量（t）
2017/11/29 ～ 2017/12/  5 牧 草 355.0
2018/  3/29 ～ 2018/  3/30 デ ン ト コ ー ン 50.0
2017/  4/10～ 17，2017/11/14 水 田 41.0
2017/  4/10 ～ 2017/11/15 試 験 水 田 3.3
2018/  3/29 ～ 2018/  3/30 馬 鈴 薯 4.0
2018/  4/  2 果 樹 19.0
合　計 　 472.3
8. 林木関係
1）素材生産（表 -8）
主たる年度事業は 1）素材生産。2）植林・保育の 2つ
である。
平成 29年度の秋に素材生産を行った。当初の収入計画
では，スギが 240m3であったが 17林班の 3箇所（正門～
六角会館前，3号 a，8号畑周辺）で施業を行い 260m3生産
し売払いを行った。売払い金額は 1,209,000円であった。
表 8　平成 29年度素材生産
場　　　所 実施面積（ha） 実績数量（m3） 売払数量（m3） 金額（万円）
針葉樹（スギ）
17林班正門～六角会館前 1.02 25
260 120.917林班 3号 a 1.14 95
17林班 8号畑周辺 1.03 140
平成28年度分針葉樹（スギ）
15林班ラ 1 0.61
250
483 181.4
15林班ラ 2 0.23
16林班ニ 0.55
17林班 8号畑周辺 2.22 233
また，平成 28年度に生産したスギ 483m3は平成 29年度に
売払いを行い，売払い金額は 1,814,000円であった。平成
29年度は合計でスギ 743m3を売払い，金額は 3,023,000円
であった。
これらはすべて外注した。
2）植林・保育
平成 29年度の切捨て間伐は，6林班イ小班 2支番の 6.05ha
を行った。
9. 機械関係
当センター複合陸域生産システム部で保有する農業機
械，車両，重機などの保守点検および管理は，環境基盤整
備科が担当している。平成 29年度における作物別トラク
タ利用面積及び利用時間を表 9-1に，現有の車両及び自走
式作業機を表 9-2に，現有の車両及び原動機付き自転車を
表 9-3に，現有のトラクタ用作業機を表 9-4に，それぞれ
示した。
平成 28年 3月以降に新たに購入した車両および機械は
無かったが，GPS自動操舵システム（CFX-750　トリンブ
ル製）を JD6400に搭載した。
保守点検においては，現有のトラクタ，車両建機，作業
機はいずれも老朽化した機械が多いため，始業前点検と整
備を心がけ，細心の注意を払い，良好な状態に保てるよう
に努めた。
6月 23日ロールベーラ（JD582）の油圧コントロール部
品の交換を行った。9月 25日にホイールローダ L13-2の
エンジン始動に繋がる電気系統の修理を行った。12月 25
表 9-1　平成 29年度作物別トラクタ利用面積及び利用時間
作物及び係名
面積
（ha）
延利用時間
（h）
面積当利用時間
（h / ha）
水 稲 5.77 121.0 21.0 
大 豆 0.10 2.0 20.0 
麦 0.03 4.5 150.0 
バ レ イ シ ョ 0.19 13.5 71.1 
人 参・ 牛 蒡 0.15 50.5 336.7 
ナ ガ イ モ 0.12 8.5 70.8 
果 樹 2.27 25.0 11.0 
デントコーン 2.50 116.0 46.4 
牧 草（ 採 草 ） 33.62 599.5 17.8 
牧 草（ 放 牧 ） 10.26 16.0 1.6 
日にトラクタ JD6400の燃料ポンプの交換，2月 23日に
JD6100のトランスミッションの修理を行った。
いずれも利用頻度が高い機械であり，経年劣化が主な要
因である。
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表 9-2　現有の車両及び自走式作業機
車　両　名 規　格・型　式 購入年月
経過年数
（年）
取得価格
（千円）
利用時間（h） 燃料の
年度消費量
（ℓ）
1時間あたり
燃料消費量
（ℓ / h）平成 29年度 累　　計
トラクタ ヤンマー EG445 H 25.01 5 5,040 294.0 1308.7 831 2.8 
ヰセキ T7000 S 58.03 33 3,480 51.9 7,792.3 214 4.1 
MF165-3 S 51.03 40 3,231 72.6 8,344.4 235 3.2 
MF194-4 S 56.03 35 5,264 47.0 799.5 135 2.9 
MF265 S 59.03 32 4,590 39.1 5,281.6 128 3.3 
MF290 S 57.03 34 5,070 112.7 7,670.9 387 3.4 
MF3095 H 03.03 25 7,766 53.0 5,159.5 445 8.4 
JD6100 H 07.03 21 5,735 134.4 6,699.1 775 5.8 
JD6400 H 09.03 19 6,973 158.6 5,102.8 1,144 7.2 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 30 11,300 0.1 3,044.8 0 0.0 
油圧ショベル CAT-E70B H 03.03 25 4,893 98.0 1,907.0 599 6.1 
ホイルローダ CAT-WS210Ⅱ H 09.03 19 3,605 0.0 7,509.9 0 0.0 
TCM-LL4-2 H 18.03 11 3,299 575.2 5,926.4 1,433 2.1 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 13 7,770 542.2 8,600.6 4,095 6.1 
フォークリフト TCM　FD35T2 H 24.06 5 3,906 74.3 460.8 305 4.1 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 22 1,483 17.0 534.9 23 1.4 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 16 10,815 0.1 533.9 0 0.0 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 20 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 28 1,470 - - - -
三菱MFP605VG H 08.03 20 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 7 2,415 - - - -
ポット苗，RS-04 H 28.03 0 918 - - - -
乗用ロータリーモア カールⅡ NRMI3JH H 11.05 17 560 - - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 15 720 - - - -
自走式豆脱粒機 MTB-640，コンマ H 07.03 21 659 - - - -
表 9-3　現有の車両及び原動機付自転車
車　両　名 規　格　・　型　式 購入年月
取得価格
（千円）
　走行距離（km） 燃料の年度消費量
（ℓ）
燃費
（km / ℓ）平成 29年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24型 H 15.03 1,905 1,996 83,484 349 5.7 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 5,966 126,979 751 7.9 
ホンダシャトル・DAA-GP8 H 28.03 2,817 17,651 30,538 638 27.7 
三菱デリカ D:5　4WD H 27.02 2,529 11,823 24,823 960 12.3 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 24.03 2,095 4,258 25,194 599 7.1 
トラック 日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 2,584 48,982 358 7.2 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 1,811 103,996 423 4.3 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 673 26,182 287 2.3 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 71 53,348 75 0.9 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 7,168 100,693 978 7.3 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 3,596 54,621 367 9.8 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
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表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作 業 機 機 名 規　格・型　式 購入年月 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　① MF21 S 45.08 46 390
〃　　　　② MF21 S 49.06 42 500
〃　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 28 600
〃　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 25 811
〃　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 17 811
〃　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 23 651
プラウ スガノ TOYB-18× 2 S 57.10 34 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C　16-18-20× 2 H 13.03 16 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 36 680
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 28 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 25 649
ディスクハロー　① MTH2400スター式 H 02.03 26 632
ディスクハロー　② MTH2400スター式 H 13.03 16 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 35 458
ウイングハロー ニプロ HW-3702B-3L H 04.03 34 1,030
ニプロWRS3610N-0S H 25.01 6 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 51 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 30 1,145
〃　　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 11 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 29 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 28 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 27 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 26 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 26 268
ライムソワ　① スターMSL-3030 H 04.08 24 281
〃　　　　　② スターMSL-3030 H 04.08 24 281
カーペットダスタ 丸山 CDM-2A H 11.03 17 1,499
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 34 680
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 26 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 38 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 27 620
均平ローラ スター式 S 42.02 49 180
K型ローラ KP-822 S 45.09 46 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 34 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 33 1,092
ブームスプレーヤ やまびこ製 BSN656S / 3-YN H 25.06 5 2,074
ロータリーカルチベータ ニプロ PK-510 H 02.03 25 483
コーンハーベスタ フェラボリー 2条ロークロップ S 60.03 31 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 26 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 34 780
モアーコンディショナ フェラボリー 2条ロークロップ H 15.09 13 2,394
ジャイロテッタ ブサテス BM1205 H 03.03 25 778
ジャイロテッタ クーン GMD44 H 28.03 1
ジャイロレーキ ビコン KM2401 H 03.03 25 623
ジャイロレーキ スターMGT6200 H 28.03 3 1,488
ロールベーラ スターMGT6310 H 21.09 9 4,886
スラリスプレッダ スターMGR3720 S 50.11 41 2,650
チョッパーミキサ スター　TGR　5410 S 50.11 41 450
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10. 桑の管理について
平成 29年度は，4月 3日（月）に前年度初冬に行った雪
囲いを外し，その後，春から晩秋にかけ園内の除草等を行
い管理を行った。また，初冬の 12月 5日（火）に雪囲い
を行った。平成 30年 3月 26日（月）に雪囲いを外した。
本年度は，桑を利用した実験等は無く管理作業のみと
なった。
11. 事務関係
平成 20年度からの不動産等の異動状況は，表 11-1のと
おりである。
なお，平成 28年度から 2ヶ年間の年度別収入額は表
11-2のとおりである。
表 11-1　不動産等（建物）の異動状況
年　度 名　　　　　称 増 減 年度末現在（m2） 台帳価格 竣工年月
20
ポストハーベスト棟（399m2）
1,219 15,567
平成 20年 6月
新牛舎（771m2） 平成 20年 6月
交流棟（49m2） 平成 21年 3月
21 15,567
22 15,567
23 15,567
24 15,567
25
しいたけ乾燥室 37
15,462
卓球室 68
26
エネカフェメタン（14m2）
1,685 17,147
平成 26年 5月
椎茸乾燥室（35m2） 平成 26年 6月
実験室（35m2） 平成 26年 6月
地球温暖化防止フィールド教育研究棟（1601m2） 平成 26年 6月
27 17,147
28 17,147
29 乾燥及び畜産加工場の一部減築 178 16,969
表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作 業 機 機 名 規　格・型　式 購入年月 経過年数（年） 取得価格（千円）
押土用ブレード ジョンディア JD582CPNRTW S 52.01 39 490
サブソイラ バウアーM22V S 55.07 36 250
フロントローダ バウアーMT500 S 62.02 29 945
ラッピングマシン ボンフォードパワードーザ H 10.03 18 1,499
畦塗機 MF27 H 04.02 24 460
畦塗機 MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） H 28.03 1 797
圧送ポンプ ニューランド NR-301 H 04.03 24 1,246
トレンチャー 冨士トレーラーゼロ -2コンパス 17 H 04.03 24 989
ロータリーマルチ ニプロ　DZR302WNJC-0S H 04.03 24 156
同時播種施肥機 ROTA85T型 H 11.09 17 216
ブームモア ササキ TH-771 H 09.12 19 1,729
フレールモア コバシ平高畦 H 20.04 9 430
スノーブロワ クボタ FD102 H 27.01 2 939
スライドモア フェリー TD46 H 28.03 1 718
※発売元不明
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表 11-2　年度別収入額一覧表
収　　入　　額
備　　　　　　考
平成 28年度 平成 29年度
農　産 8,496,398 8,858,532
著しく増収したもの
著しく減収したもの
畑 作 物：収量の増加
杉 素 材：平成 28年度分と平成 29年度分を売却
したため
※平成 28年度分は「林木　その他」
に計上
果 実 類：ブルーベリージャムの作成量の減少
牛　　乳：乳牛の頭数の減少　
乳　　牛：廃用牛出荷頭数の減少
肉　　牛：出荷頭数の減少
　　穀実（米） 6,201,228 6,560,542
　　蔬菜（畑作物） 608,930 1,137,870
　　果実類 1,686,240 1,160,120
畜　産 39,723,701 32,689,779
　　牛乳 11,589,003 9,121,260
　　バター 74,550 32,550
　　チーズ 20,930 33,670
　　乳牛 1,203,931 197,498
　　肉牛 26,826,287 23,266,657
　　緬羊 0 10,000
　　その他 9,000 28,144
林　木 0 3,023,000
　　杉素材 0 1,209,000
　　その他 0 1,814,000
　合　　　　計 48,220,099 44,571,311
表 11-3　年度別予算額一覧表
財源別 平成 28年度 平成 29年度
大学運営資金 128,177,141 121,509,964 
運営費交付金（機能） 9,264,000 8,497,000 
運営費交付金（特殊） 10,012 10,012 
間接経費 7,788,652 9,056,417 
寄附金 26,529,103 20,769,024 
受託研究 32,406,989 36,314,148 
受託事業 1,274,954 2,052,000 
預り補助金等 11,792,000 0 
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表 11-4　科学研究費補助金採択状況
種　　　　目
平成 27年度 平成 28年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 9,900,000 2 19,800,000
基盤研究（B） 3 14,400,000 3 8,100,000
基盤研究（C） 2 2,300,000 2 2,800,000
挑戦萌芽 2 3,500,000 1 800,000
挑戦的研究（開拓） - - 1 6,900,000
若手研究（B） 1 1,300,000 1 900,000
奨励研究 0 0 2 1,150,000
特別研究員奨励費 0 0 1 1,100,000
合　計 9 31,400,000 13 41,550,000
表 11-5　主な設備備品の整備状況
購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H29.  5.25 資）運営費交付金（一般） 株式会社宮城ヤンマー商会 （株）IHIスター社製ジャイロテッダ 1台
H29.  5.30 資）科研費等寄附物品 株式会社セイミ CFX Connectリアルタイム PCR解析システム
H29.  8.23 資）運営費交付金（一般） 株式会社宮城ヤンマー商会 ヤンマーコンバイン
H29.  8.23 資）科研費等寄附物品 株式会社セイミ 水素発生装置
H30.  1.29 資）共同研究費 株式会社セイミ バイオシェーカー
H30.  2.20 資）共同研究費 株式会社セイミ 卓上ミニジャ フーァーメンター
H30.  3.  6 資）共同研究費 ヘンミ計算尺株式会社 バイオガス昇圧ポンプ
H30.  3.  7 資）運営費交付金（一般） 株式会社セイミ 卓上型人工気象器
H30.  3.  7 資）共同研究費 株式会社セイミ ミニジャ フーァーメンター
H30.  3.14 資）運営費交付金（機能強化） 株式会社宮城ヤンマー商会 ニコン・トリンブル社製 GPSガンダンスシステム一式
契約金額が 50万円以上の固定資産物品を計上しています。
Ⅲ．資　　　　　料
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気　　　　　温　（℃）（極　値）
年 項目 旬 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
平
　
成
　
29　
年
最
　
高
上　旬 7.0 6.9 12.0 20.0 26.6 26.2 33.2 29.0 28.0 24.8 20.9 10.3
中　旬 4.5 12.1 12.0 22.9 28.4 26.2 34.2 27.2 27.0 19.0 12.9 11.0
下　旬 7.6 6.5 14.1 20.6 32.4 28.2 31.3 30.6 26.5 18.9 14.3 7.0
月極値 7.6 12.1 14.1 22.9 32.4 28.2 34.2 30.6 28.0 24.8 20.9 11.0
最
　
低
上　旬 -5.0 -6.1 -5.9 -1.8 2.3 4.4 15.6 17.4 10.8 5.5 2.1 -3.5
中　旬 -9.7 -4.2 -5.5 -1.1 4.8 8.5 16.6 17.2 11.3 2.6 -3.2 -5.9
下　旬 -8.8 -7.4 -4.4 -0.9 8.6 11.2 14.0 11.9 5.4 3.8 -3.6 -6.2
月極値 -9.7 -7.4 -5.9 -1.8 2.3 4.4 14.0 11.9 5.4 2.6 -3.6 -6.2
降　　水　　量　（mm）
年 旬 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平成
29年
上　旬 29.0 48.0 36.0 6.0 7.0 50.5 72.5 80.0 37.5 21.0 7.0 3.0
中　旬 35.0 36.0 48.0 95.5 100.5 9.5 58.0 90.5 147.0 46.5 41.0 48.0
下　旬 26.0 20.0 29.0 2.5 29.5 46.5 99.5 88.5 57.0 157.5 25.0 39.5
月　別 90.0 104.0 113.0 104.0 137.0 106.5 230.0 259.0 241.5 225.0 73.0 90.5 1,773.5
平年値上　旬 41.7 27.3 30.9 28.9 33.6 39.2 71.2 53.1 57.1 52.5 36.2 33.5
中　旬 26.5 33.0 29.9 45.7 44.7 54.9 76.3 67.6 75.9 32.8 39.6 34.2
下　旬 34.7 22.7 34.9 48.7 47.9 70.1 59.8 97.0 58.2 47.0 35.9 42.5
月　別 102.9 83.0 95.7 123.3 126.2 164.2 207.3 217.7 191.2 132.3 111.7 110.2 1,665.7
日　照　時　間　（hr）
年 旬 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平成
29年
上　旬 34.2 25.0 43.8 56.9 76.5 36.1 73.8 9.9 66.5 32.6 51.1 36.2
中　旬 28.8 43.6 46.3 48.8 55.1 53.0 52.4 2.1 55.0 16.8 34.0 20.0
下　旬 44.7 37.6 49.5 75.6 72.9 55.6 32.0 35.8 50.6 28.9 39.3 26.0
月　別 107.7 106.2 139.6 181.3 204.5 144.7 158.2 47.8 172.1 78.3 124.4 82.2 1,547.0
平年値上　旬 27.8 37.6 43.4 60.0 60.3 56.8 37.6 45.2 36.1 41.0 44.3 31.2
中　旬 32.4 38.5 50.5 56.2 54.6 48.5 34.6 35.6 35.6 43.2 34.2 25.2
下　旬 35.5 34.7 53.0 65.4 69.0 39.5 45.4 46.3 36.7 50.1 37.1 32.1
月　別 95.7 110.8 146.9 181.6 183.9 144.8 117.6 127.1 108.4 134.3 115.6 88.5 1,555.2
降　水　日　数　（日）
年 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平 成 29 年 18 17 16 9 10 10 14 24 17 12 11 14 172
平 年 値 16.8 14.2 14.2 12.0 11.3 12.4 15.7 13.8 13.7 12.4 13.4 17.0 166.9
1．2017 年（平成 29 年）の気象観測表
気　象　観　測　表　（平成 29 年）
気　　　　　温　（℃）
年 項目 旬 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平　均
平
　　
成
　　
29　　
年
最高気温上　旬 4.7 3.1 6.1 13.9 13.5 20.6 29.1 25.1 24.9 20.1 16.6 9.3
中　旬 0.5 4.7 7.2 15.2 15.9 20.1 29.8 22.5 24.0 15.2 9.6 5.1
下　旬 3.2 4.2 8.3 17.3 16.9 24.8 27.1 26.7 22.7 15.8 6.9 6.8
平　均 2.4 3.5 6.2 12.6 12.8 17.9 23.3 20.6 20.2 15.3 11.0 8.3 12.8
最低気温上　旬 -1.9 -3.0 -2.6 1.5 5.9 10.3 18.7 19.8 14.1 10.1 5.3 -1.4
中　旬 -5.5 -2.7 -1.9 3.5 9.1 11.3 20.0 18.7 14.7 7.3 1.1 -3.1
下　旬 -4.8 -3.2 -1.1 3.8 12.8 14.0 19.7 17.3 10.3 7.9 -1.5 -3.6
平　均 -4.1 -3.0 -1.9 2.9 9.3 11.9 19.5 18.6 13.0 8.4 1.6 -2.7 6.1
平均気温上　旬 1.5 0.1 1.5 7.4 13.4 14.9 23.4 22.0 19.0 14.8 10.4 1.7
中　旬 -2.4 0.7 2.4 9.4 14.0 16.4 24.3 20.2 18.9 11.2 4.7 0.0
下　旬 -0.7 -0.1 3.1 9.9 18.4 19.2 22.9 21.7 16.2 11.6 2.5 -0.3
平　均 -0.5 0.2 2.3 8.9 15.3 16.8 23.5 21.3 18.0 12.5 5.9 0.5 10.4
平年値
最高気温上　旬 3.1 2.7 5.2 12.3 18.5 22.0 23.8 28.2 25.4 19.9 14.3 7.6
中　旬 2.5 3.3 7.4 14.1 18.8 22.6 25.1 27.4 23.4 18.3 11.3 5.2
下　旬 2.3 4.3 8.8 16.7 20.7 22.6 27.1 26.7 21.2 15.8 9.4 4.6
平　均 2.6 3.4 7.1 14.4 19.3 22.4 25.3 27.4 23.3 18.0 11.7 5.8 15.1
最低気温上　旬 -3.9 -4.9 -3.1 1.0 6.5 11.8 16.1 19.6 16.9 9.9 3.6 -0.7
中　旬 -4.7 -4.4 -2.0 2.6 8.1 13.3 17.4 19.3 14.9 7.7 1.8 -2.2
下　旬 -5.0 -3.9 -1.0 4.5 9.6 14.7 18.9 18.2 11.8 5.2 0.2 -2.5
平　均 -4.5 -4.4 -2.0 2.7 8.1 13.3 17.5 19.0 14.5 7.6 1.9 -1.8 6.0
平均気温上　旬 -0.5 -1.1 0.9 6.5 12.4 16.6 19.6 23.3 20.7 14.5 8.6 3.2
中　旬 -1.1 -0.6 2.4 8.2 13.3 17.6 20.9 22.7 18.7 12.7 6.3 1.3
下　旬 -1.3 0.1 3.6 10.5 14.9 18.3 22.5 22.0 16.2 10.3 4.5 0.9
平　均 -1.0 -0.5 2.3 8.4 13.5 17.5 21.0 22.7 18.5 12.5 6.5 1.8 10.3
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2. 職員等一覧表（平成 29 年度在職・在籍者）
（1）職員
ア .複合生態フィールド教育研究センター
センター長　　　　教　授（併）  尾定　　誠
副センター長　　　教　授（〃）  小倉振一郎
　　〃　　　　　　准教授（〃）  伊藤　豊彰
　　複合陸域生産システム部
 教　　　授  齋藤　雅典
 教　授（兼）  小倉振一郎
 　〃　  （〃）  中井　　裕
 　〃　  （〃）  清和　研二
 准　教　授 　　　 伊藤　豊彰
 　〃　  （兼）  深澤　　充
 　〃　  （〃）  多田　千佳
 　〃  　（〃） 　 陶山　佳久
 助　　　教  田島　亮介
 助　教（兼）　　　　　  福田　康弘
 　〃　  （〃）  深澤　　遊
 特 任 助 教  満行　知花
     （29.9.30辞職）
 技術専門職員  宇野　　亨
 　　〃  宍戸　哲郎
 　　〃  佐々木貴子
 技術一般職員  鈴木　政紀　
 教育研究支援者 戸澤あきつ
 　　〃  浅野　亮樹
 　　〃  阿部　憲一
  　　　〃  章　　真怡
     （29.5.1 採用）
  　　　〃  松尾　　歩
     （29.6.1 採用）
 研究支援者　　　　　　松倉　君予
 　　〃  佐々木清子
 産学官連携研究員 鈴木　貴恵
 　　〃　　　　　　　　綱本　良啓
　 技術補佐員  佐藤　陽子
  　〃　  阿部　　彩
 　　〃　  馬場　祥悦
   　（29.4.14 採用，9.30 任期満了）
　 　　〃　  菅原　有里
     （30.2.28辞職）
  　〃  横山　良美
     （29.10.1採用）
　　複合水域生産システム部
  　教　　　授  木島　明博
  　准　教　授  池田　　実
   　助　　　教　　　　　　栗田　喜久
  　技術専門職員  鈴木　善幸
  　技能職員（機関員） 平塚　豊一
  　臨時用務員　　　　　　沢田　幸枝
  　技能補佐員　　　　　　木村　俊裕
　　複合生態フィールド制御部
　　　　　　　　　教　授（兼） 　　　　盛田　清秀
　　　　　　　　　准教授（〃）　  米澤　千夏
　　　　　　　　　助　教（〃）　  大村　道明
  　事務補佐員  西脇　千穂 
　　技　術　部
　　　　技術部長・准教授（兼）  伊藤　豊彰
　　　　副技術部長（技術専門員） 　　　　渋谷　暁一
　　（女川水域部）
　　　沿岸生物生産科
　　　　科　　長（兼）　　　　　　　　　  鈴木　善幸
　　　　技能職員（〃）　　　　　　　　　  平塚　豊一
　　（川渡陸域部）
　　　環境基盤整備科
　　　　科　　長（技術専門職員）　　　 　 佐藤　和也
　　　　環境整備係長（　　〃　　）　　　  狩野　　広
　　　　生産基盤係長（兼）　　　  　　　　佐藤　和也
　　　　機械整備係長（技術専門職員）　 赤坂　臣智
　　　　環境基盤整備科長付（　〃　）　　 遊佐　健司
　　　環境農林科
 科　　長（技術専門職員）　 鈴木　和美
 稲作係長（兼） 　　　　　　　　鈴木　和美
 畑作・園芸係長（〃） 　　　　遊佐　良一
 林木係長（兼）   渋谷　暁一
 環境農林科長付（技術専門職員） 遊佐　良一
 技術専門職員   加納　研一
 　　〃    高橋　佳代
 技術一般職員　　  中山　拓也
 　　〃 　　（兼）  鈴木　政紀
　　　環境福祉畜産科
 科　　長（技術専門職員）  千葉　　孝
 肉牛係長（兼）   千葉　　孝
 乳牛係長（技術専門職員）  丹内　正樹
 資源循環係長（兼）  赤坂　臣智
 技術専門職員   梅津　知行
　　　　　　〃　  　　　　佐藤　理恵
 技術一般職員　　  藤田　典弘
 　　〃 　　　　  今野　真輔
 再雇用職員　   中鉢　　広
　　　教育研究支援科
　　　　科　　長（兼）　　　　　　　　　  渋谷　暁一
　　　　教育研究支援係長（兼）　　　　  　佐々木貴子
　　　　開放事業・共同利用拠点係長（技術専門職員）　千葉　純子
　　　　教育研究支援科長付（ 　  〃　   ）　佐々木友紀
　　　　技術専門職員　　（兼）  宍戸　哲郎
　　　　　　〃　　　　　（〃）　　　　　　高橋　佳代
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 （2）学生等
ア．複合陸域生産システム部
 博士課程（後期）　　　　　2 年　宇野　　亨  
    　　　 （社会人）
    〃　茄子川　恒
   　　　 （　〃　）
　　　博士課程（前期）　　　　　 1 年　梅津　将喜
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　瀧澤　修平
　　　博士課程（前期）　　　　　 2 年　二階　莉紗
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　乾　　日格
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　大坪　大亮
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　松本　悠暉
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　佐々木崇徳
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　丹野たかね
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　根岸　有紀
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　藤田　琴実
　　　博士課程（前期）　　　　　 1 年　渡部　智寛
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　中野　雄登
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　松崎　　航
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　尹　　麗瑛
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　川本　良樹
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　馮　　夢佳
　　　学　部　学　生　　　　 　4 年　大嶋　健資
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　陶木　里咲
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　菅　　京子
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　和田沙都子
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　田中　康貴
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　石井　直浩
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　小沼　拓矢
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　長岡　麟平
イ .複合水域生産システム部
 博士課程（後期）  　　　 3 年　片町　太輔
   　　　 　　　 （社会人）
     〃　安藤　大樹
 博士課程（前期） 2 年　山本　祐樹
 学　部　学　生 4 年　高林　真汐
ウ．複合生態フィールド制御部
 博士課程（後期）  　　　 2 年　村田　裕樹
   　　　 　　　 （社会人）
 博士課程（前期）  　　　 1 年　古屋　　聡　
 学 部 研 究 生 　　オ イ ン ガ
　　　　　    〃 　　ム    シ    エ
 学　部　学　生 4 年　北本　章人
     〃　長谷川真子
      〃　三浦　祐未
　　　　技術専門職員　　（兼）　　　　　　宇野　　亨
　　　　技術一般職員　　（兼）　　　　　　鈴木　政紀
（共通）
　　　　技能補佐員　　　　　　　　　　　佐々木正勝
　　　　　　〃    渋谷　昭弘
　　　　　　〃    後藤　貴紀
　　　　臨時用務員　　   中鉢　礼子
　（複合制御部）　　　
　　　　複合生態フィールド制御科
　　　　　科　　長（兼）　　  渋谷　暁一
　　    
　事　務　部（農学研究科・農学部事務部）
　　　　事務長補佐   佐々木哲生
　　　　センター総務係長  佐々木恵理
　　　　事務補佐員   遠藤　裕子
　　　　　　〃    文屋　恵美 
　　　　センター業務係長   村田　哲彦
     （29.10.1転出）
　　　　　　〃    佐藤　聡啓
     （29.10.1転入）
 事務補佐員   舘内真由美
 　　〃　   村田　花恵
 臨時用務員   後藤　美恵
イ .資源生物科学専攻・植物生産科学講座
　　（生物共生科学分野）
　　　　　　　　　教　　　授　　　　　　清和　研二
　　　　　　　　　准　教　授　　　　　　陶山　佳久
　　　　　　　　　助　　　教　　　　　　深澤　　遊
ウ .資源生物科学専攻・動物生産科学講座
　　（動物環境システム学分野）
  　教　　　授  中井　　裕
  　准　教　授　　　　　　多田　千佳
  　助　　　教　　　　　　福田　康弘
エ .資源生物科学専攻・資源環境経済学講座
　　（フィールド社会技術学分野）
  　教　　　授  盛田　清秀
  　准　教　授　　　　　　米澤　千夏
   　助　　　教  大村　道明
　
オ .応用生命科学専攻・環境生命科学講座
　　（陸圏生態学分野）
  　教　　　授  小倉振一郎
  　准　教　授　　　　　　深澤　　充
   編　集　委　員
   清　和　研　二（委員長）
   陶　山　佳　久
   池　田　　　実
   米　澤　千　夏
   田　島　亮　介
   柿　原　秀　俊
   福　田　康　弘
   千　葉　　　孝
   佐　藤　和　也
   鈴　木　和　美
   佐々木　友　紀
   佐々木　恵　理
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論文審査委員
小　倉　振一郎
清　和　研　二
複合生態フィールド教育研究センター報告投稿及び編集規約
本誌は，附属農場において，従前の川渡農場報告（5 年毎）と川渡農場運営概況（毎年）を統合し，昭和 62 年（第 3 号）
以降毎年「農場報告」として刊行してきたものであるが，平成 15 年 4 月附属海洋生物資源教育研究センターとの統合により，
附属複合生態フィールド教育研究センターに改組されたが，今後も引き続き「複合生態フィールド教育研究センター報告」
として毎年刊行するものである。
なお，内容は運営概況，研究論文，総説，解説及資料等を掲載するものとする。
運営概況：基本的には，従前の運営概況と同じとし，研究実績は項目のみを掲載し，その他の部分は簡潔にまとめる。
研究論文：センター職員あるいはセンター利用の研究論文とし，原著論文，速報あるいは既報の論文のエッセンス等，価値
のある結論あるいは事業を含むもので，原則として，刷り上がり 6 ページ以内とする。（図表込みで原稿用紙 24
枚以内）
総　　説：まとまった問題の総合的紹介で，原則として刷り上がり 6 ページ以内とする。
解説資料：センター職員の啓発に役立つと思われる特定のテーマに関する解説，資料，トピック等刷り上がり 5 ページ以内
を原則とする。。
投稿要領
　（A）原稿作成にあたっては，ワード等で行い電子化したものを投稿する。
　（B）論文には 25 文字以内のランニングタイトルをつける。
　（C）引用文献は，引用順に本文の最後にまとめ著者名，発行年，雑誌名，巻号，ページ数を記入する。
　　　　〔記載例〕
　　　　　　KamekawaK.,T.Nagai,S.Sekiya and T.Yoneyama（1990）,Soil,Sci.Plant Nutri.,36,333-336
　　　　　　田中伸幸（1988）日本土壌肥料学雑誌，59,500-503
　（D）研究論文については，以下のものを付け加えること。
　　（1）英文のタイトルをつけること。
　　（2）キーワードをつけること。
　　（3）できる限り要約をつけること。
　（E）投稿にあたっては，所属する責任者の校閲を必要とする。
出版権の許諾：掲載を許可されたものは，複合生態フィールド教育研究センターに対して，当該論文等に関する出版権の利
用につき許諾するものとする。なお，掲載された論文等は，原則として電子化するものとし，東北大学附属
図書館ホームページ等を通じてコンピューター・ネットワーク上に公開する。
東北大学大学院農学研究科附属複合生態フィールド教育研究センター
